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p2-3 ■ 新年のごあいさつ　伊豆の国市のさらなる発展

p4 ■ 第24回国民文化祭しずおか2009

伊豆の国市でイベント開催！坦庵公を全国へ発信

p5 ■ 後期高齢者医療保険制度改正、介護者手当

p6 ■ 長岡南浴場1月7日オープン、市議会議員・市長選挙日程

p7 ■ 平成21年度伊豆の国市臨時・非常勤職員募集

p8-9 ■ 確定申告前に申告書の提出ができる所得税の還付申告相談会

p10-11 ■ 行ってきました！長岡京ガラシャ祭　

p12 ■ パン祖のパン祭、てくもぐウォーク参加者募集

p13 ■ いちごまつり、まゆ玉の里、鵺ばらい祭
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いつも弟の面倒をみてくれるとって
も優しいお兄ちゃん。これからも元気
いっぱいでいてね。

龍介さん・博子さんの長男（古奈）
(平成１８年１月６日生)

いつも友達とゴーオンジャーごっこ
をして遊んでいる楓くん。年中さんに
なっても友達と仲良く遊んでね。

英治さん・千恵子さんの長男（四日町）
(平成１７年１月１６日生)

いつもやさしい声と笑顔でみんなを楽
しくさせてくれるてんちゃん！これから
もやさしく、元気に大きくなぁ～れ！

和樹さん・操さんの長男（立花）
(平成１８年１月２５日生)

とっても元気で、イチゴ大好き！！
これからも優しくて、元気いっぱいの
つばさくんで、よろしくね。

眞樹さん・知美さんの長男（原木）
(平成１８年１月２日生)

わんぱくで負けず嫌いな崚真。元気
いっぱいな崚真がみんな大好きだよ。
強くやさしいお兄さんになってね。

哲也さん・さゆりさんの長男（富士見）
(平成１７年１月１３日生)

『
伊
豆
じ
ね
ん
じ
ょ
』の
人
気
が
急

上
昇
中
で
す
！

自
然
薯

じ
ね
ん
じ
ょ

を
栽
培
し
て
い
る
伊
豆
市
・

伊
豆
の
国
市
内
の
有
志
で
発
足
し
た

『
伊
豆
じ
ね
ん
じ
ょ
生
産
組
合
』が『
伊

豆
じ
ね
ん
じ
ょ
』の
ブ
ラ
ン
ド
で
特
産

品
に
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
は
現
在
十
二
人
。
一
人
平
均

二
百
本
程
度
、
多
い
人
は
千
六
百
本

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

自
然
薯
の
収
穫
は
、
十
一
月
末
〜
三

月
い
っ
ぱ
い
続
き
ま
す
が
、
一
月
が
一

番
お
い
し
い
そ
う
。
年
越
し
ソ
バ
に
か

け
て
家
族
で
楽
し
ん
だ
り
、
年
末
年
始

の
贈
り
物
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
や
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
で
、
三
千
円
／kg

で
購
入
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
と
ろ
ろ
汁
で
。
山
か

け
や
と
ろ
ろ
ソ
バ
も
滋
味
た
っ
ぷ
り
。

いつもわんぱくな陽くん。静かな時は、
いたずらをしてるか、大好きなブロック
をしてる時だね。大きな男になってね。

昭さん・美花子さんの長男（三福）
(平成１９年１月２２日生)

こ
の
日
掘
り
出
し
た
の
は
一
・
二kg

の
上
物

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

9

10 11

12 1314
「
掘
っ
て
み
な
い
と
分

か
ら
な
い
。
収
穫
は
不

安
半
分
、
楽
し
み
半
分
」

と
話
す
土
屋
組
合
長



23 ２００９．１．１いずのくに２００９．１．１いずのくに

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
様
お

そ
ろ
い
に
て
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
伊
豆
の
国
市
は
誕
生
以
来
五

年
目
を
迎
え
、
平
成
十
八
年
度
に
作

成
し
た
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
く

三
つ
の
戦
略
と
六
つ
の
柱
を
中
心
に
、

災
害
対
策
・
子
育
て
支
援
・
交
通
対

策
・
健
康
づ
く
り
・
上
下
水
道
や
住
環

境
の
整
備
・
観
光
振
興
な
ど
の
事
業

が
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議

会
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
指

導
の
賜
物
た
ま
も
の

と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
日
本
列
島

に
台
風
の
襲
来
が
一
度
も
な

く
、
私
た
ち
の
伊
豆
地
方
は

比
較
的
平
穏
な
一
年
で
し

た
。
し
か
し
全
国
各
地
で
は

地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ

れ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
六
百
六
十
に

も
お
よ
ぶ
地
域
で
災
害
が
発
生
し
、

二
十
名
余
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
地
球
環
境
の
変
化
に
、
改
め
て

危
機
管
理
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
協
同
で
進

め
る
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
更
な
る

取
り
組
み
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

今
年
の
干
支
は『
丑
』＝
ウ
シ
で
す
。

ウ
シ
は
、
歩
み
の
遅
さ
な
ど
か
ら

『
鈍
重

ど
ん
じ
ゅ
う
』な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、

何
事
に
も
動
じ
ず
、
ど
っ
し
り
と
構

え
て
い
る
重
厚
さ
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
。
現
在
、
世
界
的
に
先
行
き

の
不
透
明
感
が
漂
た
だ
よ
っ
て
お
り
、
日
本

で
も
景
気
は
下
降
局
面
に
入
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
こ

そ
「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
慌
て
て
時
代
の
変
化
に
流

さ
れ
な
い
よ
う
に
着
実
に
歩
を
進
め
、

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
盤
石

ば
ん
じ
ゃ
く
な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
す
で
に
平
成
二
十
一
年
度

の
予
算
編
成
に
入
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
特
徴
は
、
昨
年
の
中
国
四し

川せ
ん

省

の
大
地
震
に
よ
る
教
訓
か
ら
、
保
育

園
や
幼
稚
園
の
園
舎
を
は
じ
め
、
小

中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
化
が
喫
緊
き
っ
き
ん

の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
静

岡
県
に
お
い
て
十
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
（
四

ペ
ー
ジ
で
紹
介
）が
開
催
さ
れ
、
伊
豆

の
国
市
で
は
江
川
坦
庵
公
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
て
、
演
劇
や
合
唱
、
オ

ペ
ラ
な
ど
六
つ
の
部
門
に
挑
戦
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

一
方
、
昨
年
か
ら
食
の
安
全
が
以

前
に
増
し
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
市
長
就
任
以
来
、
一

貫
し
て
食
の
安
全
に
は
農
業
が
重
要

で
あ
る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
第
一
次
総
合
計
画
の
『
食
と
農
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
安
全
・
安
心
・

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
推
し
進

け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
、
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
も
な
く
、
豊
作
で

平
穏
か
つ
稔
り
多
い
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
無
災
害
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

伊
豆
の
国
市
が
誕
生
し
四
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
『
第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
』

に
基
づ
き
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と

誰
も
が
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、

旧
町
か
ら
の
継
続
事
業
や
、
旧
三
町

の
一
体
化
を
図
る
た
め
の
施
策
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
ご
尽

力
と
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
米
国
発
の
金
融
危
機
に
端

を
発
し
、
世
界
同
時
不
況
の
様
相
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
も
円
高
、

株
安
、
貸
し
渋
り
、
企
業
の
減
産
減

収
、
雇
用
の
悪
化
な
ど
、
実
体
経
済

の
後
退
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
も
例
外
で
は
な
い
も
の

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
当
局
の
平
成

二
十
一
年
度
予
算
編
成
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
先
の
地
方
分
権
改
革
法
に

基
づ
く
、
国
庫
補
助
金
、
地
方
交
付

税
等
の
削
減
な
ど
が
も
た
ら
す
財
源

不
足
に
加
え
、
こ
の
度
の
景
気
停
滞

に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
に
よ
り
、
予

算
編
成
は
大
変
厳
し
く
な
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
財
政
難
を
理
由
と

し
た
教
育
・
福
祉
・
環
境
な
ど
の
予
算

の
縮
小
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
改
革
の

好
機
と
と
ら
え
、
無
駄
が
な
い
、
効

率
の
よ
い
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

伊
豆
の
国
市
の
実
現
に
向
け
、
行
政

と
と
も
に
努
力
し
、
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
も
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

私
ど
も
議
会
は『
市
議
会
調
査
検
討

特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
て
、
次
期

（
こ
の
四
月
）
か
ら
の
議
員
定
数
を
二

十
二
人
に
削
減
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
政
策
集
団
た
る
伊
豆
の
国
市
議

会
を
目
指
し
て
努
力
し
、
市
民
の
負

託
に
こ
た
え
る
市
議
会
を
モ
ッ
ト
ー

に
、『
皆
様
に
と
っ
て
何
が
ベ
ス
ト
か
』

を
判
断
基
準
と
し
て
議
会
活
動
に
取

り
組
み
、
伊
豆
の
国
の
将
来
像
で
あ

る
『
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、

魅
力

ゆ

め

あ
る
温
泉
健
康
都
市
』の
実
現
の

た
め
、
議
会
の
責
任
と
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
新
し
い
年
が
皆

様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

め
、
市
民
の
皆
様
や
本
市
を
訪
れ

る
皆
様
に
安
心
で
お
い
し
い
『
食
』

食
が
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

明

明

さ
れ
、
日
本
で
は
平
安
時

代
の
貴
族
の
乗
り
物
は
、

ウ
シ
が
引
く
牛
車
ぎ
っ
し
ゃ

で
し
た
。

日
本
に
伝
わ
る
十
二
支

の
話
で
は
、
ウ
シ
は
こ
う

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

大
昔
の
あ
る
年
の
暮
れ
、

神
様
が
動
物
た
ち
に
お
触

れ
を
出
し
ま
す
。

「
元
日
の
朝
、
新
年
の
挨
拶

に
一
番
早
く
来
た
者
か
ら

十
二
番
目
の
者
ま
で
は
、

順
に
一
年
の
間
、
動
物
の

大
将
に
し
て
や
ろ
う
」

今
年
は
丑う
し

年

今
年
の
干
支
え

と

は『
己
つ
ち
の
と

丑う
し

』

で
す
。
十
干

じ
ゅ
っ
か
ん
は
六
番
目
の

『
己
』。
万
物
を
育
む
田
畑

や
田
園
の
土
を
象
徴
し
ま

す
。
十
二
支

じ
ゅ
う
に
し

は
二
番
目
の

『
丑
』
。
『
丑
』
の
字
は
、

『
紐ひ
も
・
か
ら
む
』の
意
味
で
、

芽
が
種
子
の
内
部
で
ま
だ

伸
び
き
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
を
表
し
ま
す
。

ウ
シ
は
、
肉
は
大
切
な

食
料
に
、
力
は
労
働
に
と

社
会
に
密
接
に
関
わ
る
動

物
。
こ
の
干
支
は
、『
粘
り

強
さ
と
誠
実
』を
象
徴
し
て

い
ま
す
。
宗
教
の
世
界
で

は
神
の
使
い
と
し
て
紹
介

ウ
シ
は
、
歩
く
の
が
遅

い
の
で
一
足
先
に
出
か
け

よ
う
と
、
ま
だ
暗
い
う
ち

か
ら
出
発
し
、
一
番
乗
り

で
到
着
。
喜
ん
で
待
つ
う

ち
に
門
が
開
く
と
、
な
ん

と
、
ウ
シ
の
背
中
か
ら
飛

び
降
り
た
ネ
ズ
ミ
に
先
を

越
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、『
ウ
シ
の
歩
み
も

千
里
』。
怠
け
る
こ
と
な
く

努
力
を
続
け
れ
ば
、
必
ず

成
果
は
上
が
り
ま
す
！
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●支給額　１回当たり６０，０００円
●支給対象

次の①～⑤のすべてに該当する要介護者と６カ月間以
上同居し、生計を同じくしている介護者
①基準日の６カ月前から市に住民登録している人
②介護保険制度の要介護認定が、基準日前６カ月間
継続して要介護３～５に該当していると認められ
た人や、それに相当する寝たきりや認知症の人
③入院・施設入所・短期入所等の日数が、基準日前
６カ月の間に４４日以下の人
④基準日前６カ月の間に特別障害者手当を受けてい
ない人
⑤基準日前６カ月の間に生活保護を受けている介護
者に介護されていない人

問合せ　高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

市
で
は
、
介
護
が
必
要
な

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

人
に
対
し
て
、
そ
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
た
め
の
『
介
護
手
当
』

を
毎
年
七
月
一
日
と
一
月
一

日
を
基
準
日
と
し
て
支
給
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

の
基
準
日
に
対
象
と
な
る
と

思
わ
れ
る
人
に
、
す
で
に
通

知
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

伊豆の国市でイベント開催！

演 劇

オペ
ラ

合 唱

温 泉

歴 史

文 学

問合せ　第２４回国民文化祭伊豆の国市実行委員会
（アクシスかつらぎ文化振興課内）
電話０５５‐９４８‐０２２５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
改
正

次
の
人
は
自
己
負
担
割
合
が『
一
割
』に

●申請期間　１月６日（火）～３０日（金）
土・日・祝日を除く８：３０～１７：１５、木曜日は１９：００まで

●申請場所　高齢者支援課（大仁庁舎）
市民サービス課（伊豆長岡庁舎）
韮山市民サービス課（韮山庁舎）

●持ち物　印鑑、振込先の通帳（ゆうちょ銀行の場合は一部郵便局での
手続きが必要）、申請書（申請書の送付があった人のみ）

口座振替に変更すると？

年金天引きで納めた保険料は、本人
の社会保険料控除として適用されま
す。口座振替に変更すると、口座振替
で支払った人の社会保険料控除として
適用できます（確定申告が必要）。
＊預金残高不足等で口座振替ができ
ず、滞納が発生した場合、年金天引
きで納めてもらう場合があります。

対
象
と
な
る
人

現
在
、
自
己
負
担
割
合
が
三
割
の
後
期
高
齢
被

保
険
者
（
世
帯
に
他
の
後
期
高
齢
被
保
険
者
が
い

な
い
場
合
に
限
る
）
で
、
世
帯
内
の
七
十
歳
以
上

七
十
五
歳
未
満
の
人
も
含
め
た
収
入
（
注
）
合
計

が
五
百
二
十
万
円
未
満
の
人

注

申
請
が
一
月
〜
七
月
の
場
合
は
前
々
年
の
収
入
、

八
月
〜
十
二
月
は
前
年
の
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

１月～申請が必要です！

申
請
が
不
要
な
人

●
今
ま
で
ど
お
り
、
年
金
天
引
き

で
保
険
税（
料
）を
支
払
う
人

●
す
で
に
支
払
方
法
変
更
申
出
書

を
提
出
し
、
口
座
振
替
に
な
っ

て
い
る
人

受
付
　
一
月
五
日（
月
）か
ら
随
時

年
金
天
引
き
中
止
時
期

一
月
末
ま
で
の
申
請：

四
月
か
ら

二
月
以
降
の
申
請：

翌
々
月
か
ら

４月～申請が必要です！

申請受付 国保年金課（伊豆長岡庁舎）、韮山市民サービス課（韮山
庁舎）、大仁市民サービス課（大仁庁舎）

問 合 せ 国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

静
岡
県
で
は
今
年
、
国
内

最
大
の
文
化
の
祭
典『
国
民
文

化
祭
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。
各

県
で
順
次
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
が
静
岡
県
で
行
わ
れ

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
培
っ
て

き
た
文
化
の
成
果
は
も
ち
ろ

ん
、
温
泉
や
歴
史
な
ど
が
育

ん
だ
独
自
の
文
化
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

伊
豆
の
国
市
で
は
、
坦
庵

公
の
功
績
に
着
目
し
た
六
つ

の
祭
典
を
開
催
し
ま
す
。

演劇『江川太郎左衛門英龍伝』
藤田弓子さんプロデュースの創作劇『坦庵（仮称）』や
アマチュア・プロ・高校生の３ステージを披露

創作オペラ『江川太郎左衛門』熱き心の火
公開オーディションで選ばれた『市民オペラ伊豆
の国』による創作オペラを上演

合唱の祭典　●合唱団員募集中（本紙Ａ＆Ｊｎｅｗｓ参照）
公募で誕生した記念合唱団『伊豆の国』が、松下耕氏の
創作曲を演奏、全国から合唱団が参加して合唱を競演

華の舞＆下駄ダンスコンテスト
華麗な芸妓

げいぎ

踊りや文人墨客
ぼっかく

展、全国から
参加した団体が下駄でパフォーマンス。

歴史発見！そこが知りたいin伊豆の国
歴史ガイドツアーや歴史文化特別展、坦庵
公の業績について歴史シンポジウム開催

伊豆の国を愛した文豪たち
文豪たちゆかりの品の特別展、執筆活動し
た常宿を紹介、湯けむり映画祭を開催

希
望
者
全
員
が

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
、
年
金
天
引
き
で
支
払
っ

て
い
る
人
は
、
四
月
か
ら
希
望
者
全
員

が
、
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

坦庵公を全国へ発信
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提出書類 履歴書（Ａ３版）に写真を貼り付け、連絡先、学歴・職歴、
免許・資格、希望職種、勤務場所を必ず明記してください。

提出方法 １月５日（月）～３０日（金）までに、伊豆の国市役所総務
課（〒４１０‐２２９２長岡３４０‐１　電話０５５‐９４８‐１４１１）へ
提出書類を持参または郵送してください（必着）。

そ の 他 ６０歳未満の人を募集（定年が６０歳）、面接試験を実施。
詳細は各所属課へお問い合わせください。

所　属 勤務場所 職　種 勤務日・時間等（時間／日、時間／週、日数／月） 人数 雇用 特記事項

福祉課 大仁庁舎 就労支援員 ６時間／３０時間／２２日、８：３０～１７：１５のうち６時間、月～金曜日 １ ○
相談業務または指導的業務経験者また
は教員免許所持者、普通運転免許証が
必要、簡単なパソコン操作ができる人

高齢者支援課 大仁庁舎 介護支援専門員 ６時間／３０時間／２２日、９：１５～１６：００、月～金曜日 １ ○ 介護支援専門員の資格が必要
介護予防ケアプラン作成経験者

クリーン課 大仁清掃センター 受付業務 ６時間／３０時間／２２日、８：４５～１５：３０、月～金曜日 １ ○ ごみの分別指導あり

環境政策課 長岡斎場 火葬業務 ８時間以内／１６時間以内／１５日以内、８：３０～１７：１５、月～日曜日 １ －

観光商工課 めおと湯の館 施設受付維持管理業務 ６時間／３０時間／２２日、８：００～２０：３０のうち６時間、金～水曜日
ローテーション勤務あり １ ○ ボイラー技師免許が必要

簡単なパソコン操作ができる人

観光商工課 めおと湯の館 施設管理一般事務 ６時間／３０時間／２２日、８：００～２０：３０のうち６時間、金～水曜日 １ ○ ローテーション勤務あり
簡単なパソコン操作ができる人

教育総務課 大仁小学校 用務員 ６時間／３０時間／２２日、７：００～１３：４５、月～金曜日 １ ○ 普通運転免許証が必要

教育総務課 大仁学校給食センター 調理員 ６時間／３０時間／２２日、７：４５～１５：１５のうち６時間、月～金曜日
ローテーション勤務あり ５ ○

学校指導課 長岡中学校 学習生活支援員 ６時間／３０時間／２２日、８：００～１６：００のうち６時間、月～金曜日 １ ○ 教員免許または養護教諭免許
年間１９８日

学校指導課 各中学校 生徒指導支援員 ６時間／３０時間／２２日、８：００～１６：００のうち６時間、月～金曜日 ２ ○ 教員免許または養護教諭免許
年間１９８日、韮山・大仁各中学校１人

こども育成課 各保育園 保育士 ６時間／３０時間／２２日、７：３０～１８：００のうち６時間、月～土曜日
ローテーション勤務あり ３ ○ 保育士資格

長岡保育園２人、ひまわり保育園１人

こども育成課 ひまわり保育園 保育士 ８時間／４０時間／２２日、７：３０～１８：００のうち８時間、月～土曜日
ローテーション勤務あり １ ○ 保育士資格

こども育成課 各幼稚園 幼稚園教諭 ６時間／３０時間／２２日、８：３０～１４：３０、月～金曜日 ３ ○ 幼稚園教諭免許
長岡・富士美・韮山西各幼稚園１人

こども育成課 各幼稚園 幼稚園教諭 ８時間／４０時間／２２日、８：１５～１７：００、月～金曜日 ３ ○ 幼稚園教諭免許
長岡幼稚園１人、共和幼稚園２人

こども育成課 各放課後児童教室 児童指導員 ６時間／２４時間／１８日、８：００～１８：３０のうち６時間、月～土曜日 ６ ○

保育士資格・幼稚園教諭免許・教員
免許・児童厚生指導員資格及び子育
て経験者、長岡南小・長岡北小・韮
山小・韮山南小各放課後児童教室１
人、すずかけ館・あすなろ館各１人

社会教育課 長岡中央公民館 社会教育指導員 ６時間／３０時間／２２日、９：１５～１６：００、月～金曜日 １ ○ 社会教育主事資格が必要
普通自動車免許が必要

社会教育課 韮山反射炉 受付業務 ５時間／２５時間／２０日、８：３０～１７：００、月～日曜日
ローテーション勤務 １ ○ 普通自動車免許が必要

種別

非

非

非

非

非

非

非

非

非

非

非

臨

非

臨

非

非

非

社保

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

時給（円）

１，０２０

１，２００

８１０

１，８００

１，０２０

８１０

８１０

８３０

１，０２０
免許無
８１０

１，０２０

１，０２０

１，０２０

１，０２０

１，０２０

１，０２０

資格無
８５０

８９０

８１０

８１０教育総務課 韮山南小学校 用務員 ６時間／３０時間／２２日、７：００～１３：４５、月～金曜日 １ ○ 普通運転免許証が必要非 ○

福祉課　　　　電話０５５８‐７６‐８００６
高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１０
クリーン課　　電話０５５‐９４９‐６８０５
環境政策課　　電話０５５‐９４９‐６８０４
観光商工課　　電話０５５‐９４８‐１４８０
教育総務課　　電話０５５‐９４８‐１４４４
学校指導課　　電話０５５‐９４８‐１４５３
こども育成課　電話０５５‐９４８‐１４４７
社会教育課　　電話０５５‐９４８‐１４６１

任用期間

４月１日（水）～平成２２年３月３１日（水）

応募方法 問合せ
伊豆の国市議会議員・市長選挙の主な日程
【立候補予定者事前説明会】＊各候補者２名以内
３月１７日（火）１４：００～　あやめ会館３階多目的ホール

【立候補届出関係書類事前審査】

４月２日（木）・３日（金）９：００～市役所伊豆長岡庁舎３階第１・２会議室
【立候補届出受理（告示日）】

４月１２日（日）８：３０～市役所伊豆長岡庁舎３階第１・２会議室

平成２１年４月１９日（日）執行
問合せ　伊豆の国市選挙管理委員会

電話０５５‐９４８‐１４１１

料金

大　人　３００円

子ども　２００円（小学生以下）

営業時間

１５：００～２１：００

定休日

毎週水曜日

長
岡
南
浴
場
が

一
月
七
日
（
水
）オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

浴
槽
を
二
つ
に

分
け
て
い
る
た
め
、

好
み
の
温
度
に
合
わ
せ
、
浴
槽
を
選
ん

で
入
浴
で
き
ま
す
。
源
泉
か
け
流
し
！

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

来
る
人
は
、
市
役
所
の
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

当
日
は
定
休
日
に
当
た
り
ま
す
が
、

オ
ー
プ
ン
初
日
を
記
念
し
て
、
一
月
七

日
は
十
五
時
か
ら
入
浴
で
き
ま
す
。

場所

問合せ 観光商工課
電話０５５‐９４８‐１４８０
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●医療費控除を受ける人
①平成２０年中に支払った医療費の領収書
②高額療養費、出産一時金、保険金、損害賠償金など
を受け取った場合はその金額のわかるもの
＊領収書は病院や診療を受けた人ごとに仕分けして金
額を合計し、便箋

びんせん

やメモ用紙などに整理してきてく
ださい。

●社会保険料控除を受ける人
国民年金･健康保険などの支払い金額のわかるもの
＊国民年金保険料については社会保険庁から送付され
る控除証明書の提示が必要になります。
証明書などを紛失し納付金額がわからない場合は、
社会保険庁（控除証明専用電話０５７０‐０７０‐１１７）ま
たは三島社会保険事務所（電話０５５‐９７３‐１４４４）へ
お問い合わせください。

●生命保険料控除･地震保険料控除（旧長期
損害保険料控除を含む）を受ける人
保険会社等が発行する控除証明書

伊豆の国市が開催する所得税の確定申告全般の受付は、次のとおりです。

と　き　２月１６日（月）～３月１６日（月）＊土・日を除く
９：００～１２：００、１３：００～１６：００

ところ　市役所韮山庁舎３階大会議室、大仁庁舎２階第１会議室

＊伊豆長岡庁舎では行いません。ご注意ください。

●平成２０年分の給与所得の源泉徴収票または公的
年金の源泉徴収票（配偶者特別控除を受ける場合
は、配偶者の所得がわかるものも必要）
●還付を受ける金融機関の口座番号がわかるもの
（本人名義の口座）、印鑑、筆記用具、計算機

●給与所得者で、雑損控除、医療費控除、住宅借
入金等特別控除を受ける人
●給与所得者で、年の途中で退職して年末調整が
できない人
●給与と年金収入、または年金収入のみの人

●障害者控除を受ける人
障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳、戦傷病者手帳、市町村長が発行する障害者
控除対象者認定書など（本人、扶養親族分）

●住宅借入金等特別控除を受ける人
①住民票の写し
②家屋の登記事項証明書
③家屋の売買契約書（写）などで取得価格または
請負代金を明らかにする書類
④住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
⑤住宅ローンなどにその家屋の敷地ローンも含まれる
場合は、その土地の登記事項証明書、契約書（写）な
どで土地の取得価格・年月日などを明らかにする書類
＊増改築などの場合は、上記のほか建築確認済
証（写）、検査済証（写）、または増改築等工事
証明書なども必要です。

●雑損控除を受ける人
①災害を受けた資産の明細書
②被災等の証明書
③災害等に関連する支出の領収書

両会場の混雑緩和のため、地区ごとに申告会場を指定させてい
ただきます（強制ではありません）。ご協力をお願いします。平成20年分

所得税の
確定申告

確定申告会場では、書類審査に時間がかかるので混雑が予想されます。税務署や市で
は審査をスムーズに行うため、還付申告者を対象に還付申告相談を行います。
相談対象となる人は、確定申告期間前でも申告書の記載・提出ができますので、ぜひ

ご利用ください。

■ 市役所相談会 ■

詳しくは三島税務署、市役所税務課にお問い合わせください。

三島税務署　電話０５５‐９８７‐６７１１（自動音声で案内）
市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９１８

確定申告前に申告書の提出ができる

三島税務署が開催する所得税、贈与税、個人事業者の消費税・地方消費税

の確定申告の受付日程

と　き ２月１２日（木）～３月１６日（月）９：００～１７：００　＊土・日を除く
ところ 三島商工会議所１階ＴＭＯホール

所得税の確定申告については、広報２月号で詳しくお知らせします。

はじまりま
す！

【問合せ】

韮山庁舎会場

大仁庁舎会場

韮山地区、墹之上・古奈・谷戸・仲之台・鳥打・珍野・
町屋・大北・千代田・長塚地区にお住まいの人

大仁地区、天野・長岡・小坂・富士見・長瀬・戸沢・
花坂地区にお住まいの人

＊大仁庁舎にお越しの際には、なるべく公共交通機関をご利用ください。

大
仁
庁
舎

（
田
京
二
九
九
の
六
）

田
京
駅
の
す
ぐ
隣
で
す

大門橋 

神島橋 

田
京
駅 

■所得税から控除しきれなかった分は、

市県民税（所得割）から控除
税源移譲で所得税が減額となり、控除できる住宅

借入金等特別控除額が減る場合があります。平成１１
年～１８年の間に入居し、この控除を受けている人で、
所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌
年度の市県民税（所得割）から控除できます。

■市への申告が毎年必要！申告期限３月１６日（月）

＊申告書は、税務課窓口・還付申告会場・確定申告会
場にあります。市ホームページでもダウンロード可。

所得税の確定申告
をしない人

源泉徴収票を添付して市役所
税務課へ提出

所得税の確定申告
をする人

所得税の確定申告書とともに
税務署へ提出（市役所の確定申
告受付会場でも提出できます）

■ 三島税務署出張相談会 ■

と　　き と　こ　ろ

２月４日（水）、５日（木）、
９日（月）、１０日（火）、
１２日（木）、１３日（金）

午前の部 ９：００～１２：００
午後の部１３：００～１６：００

伊豆の国市役所大仁庁舎
２階第１会議室　　　＊場所は下図参照

と　　　き と　こ　ろ

２月２日（月） ９：３０～１６：３０ 函南町役場２階大会議室

２月５日（木）、１３日（金） ９：３０～１６：１５ 伊豆市修善寺生きいきプラザ第１・第２会議室

２月６日（金） ９：３０～１６：３０ 伊豆の国市役所大仁庁舎２階第１会議室
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名
神
高
速
道
路
・
大
山
崎
Ｉ
Ｃ
の

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
　

す
ぐ
近
く

に
あ
り
、
長
岡
京
市
で
も
ひ
と
き
わ
ア
ク
セ

ス
の
よ
い
サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場
。

こ
こ
で
は
、
ビ
ー
ル
の
製
造
過
程
を
無
料

で
見
学
し
、
試
飲
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
関
西
方

面
へ
バ
ス
や
車
で
ご
旅
行

の
際
は
、
ち
ょ
っ
と
立
ち

寄
っ
て
み
て
は
？
た
だ
し

運
転
手
さ
ん
は
飲
め
ま
せ

ん
の
で
あ
し
か
ら
ず
！

年を追うごとに、両市のきずなが
広がり、太くなっていくのを感じます。長
岡京の皆さんのていねいなおもてなしに、
観光のまち・伊豆の国は学ぶことが多いと
思います。まだ長岡京市に行ったことがな
い人も、来年はぜひ参加してください。

もてなしの心を学ぶ

今回初めて参加して、ガラシャ祭の盛大
さにびっくり。子どもからお年寄り、団体、
企業が一丸となってお祭りを盛り上げてい
ました。沿道の観衆も最後まで途切れず、
配布用に持っていったつるしびなの「桃

もも

の
ねつけ」も喜んで受け取ってもらえました。

盛大なお祭りにびっくり

伊豆の国市友好都市交流協会

会長　江間 章さん（原木）

伊豆の国市友好都市交流協会

会員　木村芳子さん（田京）

長岡京市は、京都府の南に位置する
人口8万人弱の都市。阪急電鉄やＪＲ東
海道本線、名神高速道路など交通のア
クセスがよく、日本を代
表する企業の工場や本社
が建ち並ぶ一方、自然が
豊かでタケノコの産地と
しても有名です。
伊豆の国市とは、旧・伊豆長岡町時

代から２０年以上の長く親しい交流があ
り、平成１８年１１月、市としても改め
て姉妹都市盟約を結びました。

一
月
二
十
八
日
（
水
）
・
二
十
九
日

（
木
）、
長
岡
京
市
の
市
民
団
が
、
伊
豆

の
国
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。
市
民
団
の

皆
さ
ん
は
、
初
日
に
江
川
邸
、
荒
神
社

こ
う
じ
ん
じ
ゃ

祭
典
、
韮
山
反
射
炉
、
鵺
ば
ら
い
祭
を
、

二
日
目
に
は
江
間
イ
チ
ゴ
狩
り
、
大
仁

ま
ご
こ
ろ
市
場
、
伊

豆
洋
ら
ん
パ
ー
ク
を

見
学
す
る
予
定
で

す
。
も
し
市
民
団
を

見
か
け
た
ら
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

今回で４回目の訪問団参加になります。
今月２８日の交流会で長岡京市の方と再会
できるのが楽しみ。これからはイベント
だけでなく、文化・芸能団体同士の交流へ
と発展していけることを願っています。

伊豆の国市友好都市交流協会

会員　小椋
お ぐら

正雄さん（長岡）

サ
ン
ト
リ
ー
京
都

ビ
ー
ル
工
場

今後は文化団体の交流へ

紅
葉
の
名
所

光
明
寺

こ
う
み
ょ
う
じ

長
岡
京
市
内
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の
総
本

山
・
光
明
寺

こ
う
み
ょ
う
じ

は
、
京
都
で
も
有
数
の
紅
葉
の
名

所
で
す
。
今
回
訪
問
団
が
訪
れ
た
時
期
は
、

紅
葉
の
ピ
ー
ク
よ
り

少
し
早
め
だ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も

『
も
み
じ
参
道
』
は
、

思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ

て
見
上
げ
て
し
ま
う

美
し
さ
で
し
た
。

長岡京市について

昨年１１月８日・９日、市民と市長、
市議会議員ら計３９人が、姉妹都市であ
る京都府長岡京市を訪れ、『長岡京ガラ
シャ祭２００８』に参加しました。毎年恒
例となっている市民団訪問ですが、今回
もまた長岡京市の皆さんは、熱烈な歓迎
をしてくれました。
伊豆の国市民団の訪問のようすを、写

真などでレポートします。

問合せ　秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

長
岡
京
市
民
団
が

や
っ
て
き
ま
す
！

08
年
ガ
ラ
シ
ャ
祭

細
川
忠
興
た
だ
お
き

役

杉
本
和
義
か
ず
よ
し

さ
ん

08
年
ガ
ラ
シ
ャ
祭

細
川
玉た
ま（
ガ
ラ
シ
ャ
）役

林
清
香

さ
や

か

さ
ん

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

京
都
ビ
ー
ル
工
場
事
務
長

谷
畑
雅
一

た
に
は
た
ま
さ
か
ず

さ
ん

同
Ｐ
Ｒ
担
当

赤
松
恵
吏

え

り

さ
ん

長
岡
京
に
来
た
ら

最
高
の
ビ
ー
ル
を

試
飲
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
皆
さ
ん
も

長
岡
京
市
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
京
市
秘
書
課

中
村
知
行
と
も
ゆ
き

さ
ん

長
岡
京
市
秘
書
課

課
長

山
田
常
雄
さ
ん

鵺ばらい祭
（１３ページ参照）

紅葉時の光明寺『もみじ参道』

約１，２００人の大行列を見ようと約５５，０００人の観衆が詰めかけました。

お玉の輿入れは行列の花形両市の市長・議長が並んで参列

長岡京駅前

訪問団に
参加して
（参加者の声）

光明寺にて

ビール工場を見学

行列に参加する伊豆の国市民団（長岡京市役所前）

長
岡
京
市
の
魅
力
は
『
ガ
ラ
シ
ャ
祭
』
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
数
々
の
魅
力
あ
る
名
所

の
中
か
ら
、
今
回
市
民
団
が
訪
れ
た
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ガラシャとは、今から４００年以上前
に実在した女性の名です。明智光秀

あけ ち みつひで

の
三女で本名を『玉

たま

』といい、『ガラシャ』
は、キリスト教の洗礼後の名前です。
１６歳で勝龍寺城

しょうりゅうじじょう

（現在の長岡京市）
の細川忠興

ただおき

に嫁いだ後、波乱の人生を
歩むガラシャ。ガラシャ祭は、運命に
翻弄
ほんろう

されつつも、気高く気丈に生きた
貴婦人・ガラシャをしのび、毎年１１月
に行われる長岡京市最大のお祭りです。

ガラシャ祭って？

京都府
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＊当日は無料シャトルバス（大仁庁舎→伊豆長岡庁舎→ＪＡ江
間支店→韮山駅→会場）を運行しますのでご利用ください。

問合せ　伊豆の国市観光協会　電話０５５‐９４８‐０３０４

参加
体験
型イ
ベン
ト

ステ
ージ
イベ
ント

販売
コー
ナー

市内および全国の有名パン
屋さんのパン販売会

巨大
パン
オブ
ジェ
展示

県内の農業高校の生徒さんが作成

今
年
の『
て
く
も
ぐ
ウ
ォ
ー
ク
』

は
、『
頼
朝
ウ
ォ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
伊
豆

の
国
』
と
題
し
、
源
頼
朝
・
北
条

政
子
に
ち
な
ん
だ
、
願
成
就
院
や

蛭
ヶ
島
な
ど
、
韮
山
地
区
の
史
跡

を
め
ぐ
り
ま
す
。
お
得
な
各
種
特

典
が
つ
い
て
、
な
ん
と
参
加
費
無

料
で
す
。

ほ
ぼ
平
坦
で
、
初
心
者
で
も
歩

き
や
す
い
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
歴
史
の
息
吹
に
触
れ
た
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
正
月
に
体
重
が
増

え
て
し
ま
っ
た
人
に
も
お
す
す
め

で
す
。
早
春
の
伊
豆
の
国
を
歩
い

て
み
よ
う
！

問合せ　農業振興課　電話０５５‐９４８‐１４８１

江川邸入場料
大人３００円→

小人１５０円→

韮山郷土史料館
入館料

大人２００円→

小人１００円→

いちご狩り
入園料 大人１，５００円→

予約・問合せ　＊当日参加受付も可能。

伊豆半島花＆てくもぐウォーク実行委員会

（伊豆急行鉄道部内）電話０５５７‐５３‐１１１６

伊豆長岡温泉の新春を彩るまゆ玉飾り！！

まゆ玉作り（材料費６００円）も体験できます。

今年は布で手作りした『七福神』も並びます。

昨年に続き、長岡と古奈両
温泉街を鵺

ぬえ

や武者の行列が練
り歩きます。地元中学生が
『鵺踊り』を熱演！餅まき、
豆まきも予定。

あらゆる災難を
『鵺』に託して退治！

ステ
ージ
イベ
ント

品評会表彰式、大抽選会、新春もちまき
＊よさこいソーラン絆も出演！

販売
コー
ナー

イチゴ販売、イチゴチャリティー、
その他飲食物の販売
＊畜産まつりでは、乳製品（ヨーグ
ルト・プリン等）の販売、牛乳の
無料配布もあるよ。

問合せ　伊豆の国市観光協会　電話０５５‐９４８‐０３０４

昨年の品評会

イチゴの即売会

県知事
賞受賞

イチゴ

総合プロデューサー・藤田弓子さん
の演出による劇団いず夢のショー 日

本
で
初
め
て
パ
ン
を

作
っ
た
と
さ
れ
る
韮
山
代

官
・
江
川
坦
庵
公
の
功
績

を
た
た
え
、
第
三
回
パ
ン

祖
の
パ
ン
祭
を
開
催
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る『
全
国
高
校
生
パ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
』
で
は
、『
伊
豆
ニ

ュ
ー
ミ
ニ
ト
マ
ト
』を
テ
ー

マ
に
全
国
の
高
校
生
が
ア

イ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
腕
を

競
い
合
い
ま
す
。

『親子パン教室』
『パン生地のばしコンテスト』

地元中学生が伝統行事を受け継ぎます

と　　き １月２４日（土）＊雨天決行
受付時間 ９：００～１１：１０
受付場所 韮山駅東口（韮山時代劇場側）
所要時間 約３時間３０分（歩行距離　約９km）

温泉まんじゅうのプレゼント

お汁粉のおもてなし
甲冑
かっちゅう

武者のお出迎え

韮山駅東口→成福寺→北条政子産湯の井戸

→北條氏邸跡→真珠院→願成就院→蛭ヶ島→城池親水公
園→江川邸→韮山郷土史料館→韮山いちご狩りセンター
→韮山時代劇場→韮山駅

１月３１日（土）

２月 １日（日）
１０：００～１４：３０

アクシスかつらぎ

１月１７日（土）

９：３０～１３：３０＊雨天
決行

ＪＡグリーンプラザ伊
豆の国

ＪＡ伊豆の国畜産まつ
り

（１０：００～１２：００）も
同時開催！

１月２６日（月）

～３月１０日（火）

１０：００～１６：００＊最終
入場

福狸亭小川家

１月２８日（水）
１６：３０～１８：００

湯らっくす公園・アク
シスかつらぎ

１６：１０～　長岡温泉
パレード

１６：３０～　湯らっく
す公園

１７：１０～　古奈温泉
パレード

１７：３０～　アクシス
かつらぎ
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市
内
の
農
業
や
商
工
業
の
振
興
を
図

り
、
地
元
の
産
業
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
の
『
伊
豆
の
国
市
秋
の
収
穫
祭
』
を
、

市
役
所
大
仁
庁
舎
・
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
田
中

支
店
の
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
前
年
ま
で
『
伊
豆

の
国
市
産
業
祭
』
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て

ほ
し
い
と
、
今
回
か
ら
イ
ベ
ン
ト
名
を
一

新
し
ま
し
た
。
前
日
に
は
農
林
畜
産
物
品

評
会
を
行
い
、
当
日
は
農
産
物
の
販
売
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
、
約

八
千
五
百
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
恒
例
の
餅
ま
き
も
行
い
、

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

￥
『
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か

２
０
０
９
』の
合
唱
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

『
静
岡
県
芸
術
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
ア

ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
部
門
に
は
、
二
十
五
団
体

が
参
加
し
、
作
曲
家
の
松
下
耕
さ
ん
ら
審

査
員
が
各
賞
を
決
定
。
最
優
秀
の
芸
術
祭

賞
は
、『
藤
枝
西
高
Ｏ
Ｇ
合
唱
団
』（
藤
枝

市
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
オ
ー
プ
ン

参
加
の
部
で
は
、
県
立
韮
山
高
校
音
楽
部

な
ど
八
団
体
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
記

念
合
唱
団
『
伊
豆
の
国
』
メ
ン
バ
ー
も
、

『
し
ず
お
か
の
う
た
メ
ド
レ
ー
』
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。国
文
祭
合
唱
の
祭
典
は
、

今
年
十
一
月
七
日
、
八
日
に
、
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

名
称
一
新
、
人
は
盛
況

伊
豆
の
国
市
秋
の
収
穫
祭

坦
庵
公
の
偉
業
を
オ
ペ
ラ
に

国
民
文
化
祭
オ
ペ
ラ
プ
レ
フ
ェ
ス

ふじっぴーも登場した合唱団『伊豆の国』のステージ

県
芸
術
祭
で
熱
唱

国
民
文
化
祭
合
唱
プ
レ
フ
ェ
ス

今
年
、
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
『
第
二

十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０

９
』
の
、
オ
ペ
ラ
プ
レ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
韮
山
時
代
劇
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
創
作
オ
ペ
ラ
『
江
川
太

郎
左
衛
門
』
出
演
者
の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
行
い
、
県
内
外
か
ら
三
十
三
人
が

出
場
。
舞
台
上
で
歌
唱
・
演
奏
力
や
演
技

力
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
観
衆

に
披
露
し
ま
し
た
。

本番の創作オペラをハイライトで公演（領民が初めてパンを焼いた場面）

黒山のような人だかりとなった恒例の餅まき

11／16

ま
た
第
二
部
で
は
、
本
番
で
披
露
さ
れ

る
創
作
オ
ペ
ラ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
公
演
な
ど

を
行
い
、
約
三
百
人
の
観
衆
に
本
舞
台
公

演
へ
の
来
場
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

国
文
祭
オ
ペ
ラ
の
本
番
は
、
今
年
十
月

二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
、
ア
ク
シ
ス
か

つ
ら
ぎ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

第
二
十
四
回
国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
２
０
０
９

市
開
催
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
四
ペ
ー
ジ
参
照

11／15

11／30

第
一
回
の
伊
豆
の
国
学
講
座
（
座
学
編
）

を
韮
山
時
代
劇
場
映
像
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
歴
史

に
興
味
の
あ
る
老
若
男
女
約
八
十
人
が
集

ま
り
、
講
師
の
明
治
大
学
文
学
部
・
上
杉

和
彦
教
授
か
ら
、
源
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
幕

府
設
立
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
伊
豆

や
日
本
の
歴
史
を
改
め
て
知
る
よ
い
企
画

だ
っ
た
」「
専
門
家
に
よ
る
講
座
は
、
具

体
的
か
つ
詳
細
な
の
で
分
か
り
や
す
い
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
喜

び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
伊
豆
の
国
学
講
座
は
、

一
月
十
七
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
は
十
六
ペ
ー
ジ
記
事
参
照

第
九
回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
、
静
岡
市
で
開
か
れ
、
県
下
三
十

八
市
町
か
ら
市
の
部
二
十
七
、
町
の
部
十

八
の
計
四
十
五
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
県
庁
本
館
前
〜
県

営
草
薙
陸
上
競
技
場
ま
で
の
十
一
区
間
四

十
二
・
一
九
五
キ
ロ
を
、
郷
土
の
期
待
を

背
負
い
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
チ
ー
ム
も
、
昨
年
七
月
よ

り
厳
し
い
練
習
を
積
み
重
ね
、
本
番
に
臨

み
ま
し
た
。
結
果
は
、
二
時
間
二
十
五
分

二
十
八
秒
で
、
市
の
部
十
八
位
で
し
た
。

沿
道
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
前
で
応
援

し
て
く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
市
の
代
表
と
し
て
健
闘
し
た
、

選
手
や
ス
タ
ッ
フ
ら
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

乳
牛
の
第
十
一
回
中
部
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
と
第
八
十
二
回
静
岡
県
畜
産
共
進

会
で
、
市
内
の
酪
農
家
が
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
酪
農
組
合
の
矢
田
組
合
長
、

田
中
山
で
乳
牛
を
育
て
て
い
る
高
橋
康
明
や
す
あ
き

さ
ん
・
実
徳
み
の
り

さ
ん
親
子
と
渡
辺
稔
み
の
る
さ
ん
が

市
長
を
訪
れ
、
中
部
日
本
共
進
会
で
の
、

経
産
牛
（
三
歳
未
満
）
の
名
誉
賞
（
高
橋
さ

ん
）、
一
等
賞
（
渡
辺
さ
ん
）
獲
得
、
ま
た

県
共
進
会
で
の
第
一
部（
未
経
産
牛
）第
一

類
の
県
知
事
賞
（
高
橋
さ
ん
）、
第
一
部
第

一
類
・
第
二
類
の
優
秀
賞
（
渡
辺
さ
ん
）、

市
の
基
礎
牛
で
第
一
部
第
四
類
の
最
優
秀

賞（
高
橋
さ
ん
）獲
得
を
報
告
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
市
の
酪
農
は
県
内
で
も
有
名
。

厳
し
い
時
勢
で
す
が
、
若
い
世
代
と
と
も

に
益
々

ま
す
ま
す

が
ん
ば
っ
て
」と
激
励
し
ま
し
た
。

武
士

も
の
の
ふ

の
は
じ
ま
り
は
…

伊
豆
の
国
学
講
座

好
評
開
催
中

市
の
部
十
八
位
に

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

現
在
、
古
奈
の
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
ふ

れ
あ
い
広
場
に
、
期
間
限
定
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
中
で
す
。

主
催
し
た
古
奈
振
興
会
（
代
表
・
山
田

誠
さ
ん
）
に
よ
る
と
、「
旅
館
や
飲
食
店
、

商
店
な
ど
を
訪
れ
て
く
れ
た
人
を
も
て
な

す
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

電
球
数
は
、
青
と
白
を
基
調
と
し
た
約

一
万
個
。
光
の
ト
ナ
カ
イ
や
火
の
見
櫓
や
ぐ
ら

か
ら
の
ツ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

点
灯
期
間
は
、
三
月
十
四
日
（
土
）
ま

で
の
毎
日
夕
方
〜
二
十
四
時
ま
で
。
年
始

は
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
の
『
姫
の
あ
し

湯
』
に
つ
か
り
な
が
ら
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
の
も
、
な
か
な
か
『
お
つ
』

な
お
正
月
の
過
ご
し
方
で
す
ね
。

酪
農
新
世
代
大
活
躍

酪
農
組
合
共
進
会
で
上
位
入
賞

温
泉
と
光
で
正
月
を

ア
ク
シ
ス
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

市長に入賞を報告した高橋さん、渡辺さんら

専門家による解説が大好評だった伊豆の国学講座

伊豆の国市チームの選手・関係者の健闘に拍手

年始は足湯につかりながらイルミネーションを堪能

12／3

12／6

12／13

PICK
UP!

15 ２００９．１．１いずのくに



２００９．１．１いずのくに（カレンダー）２００９．１．１いずのくに（カレンダー）

七草

元日

11//11木木

市民：市民サービス課（伊豆長

岡庁舎） 電話０５５‐９４８‐２９０１

国年：国保年金課　

電話０５５‐９４８‐２９０５

環政：環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

観商：観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　電話０５５‐９４８‐０２２５

農振：農業振興課 電話０５５‐９４８‐１４８１

安対：安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

都計：都市計画課 電話０５５‐９４８‐２９０９

福祉：福祉課　　　電話０５５８‐７６‐８００６

社教：社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８
＊健診や予防接種などの問い合わせは

健づ：健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１２へ

2 金

44 日日

小寒

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10土

鏡開き

1111日日

3 土

１月のカレンダー
■元旦マラソン＆ウォーキング（韮山時代劇
場9:50スタート／社教）
●韮山温泉館休館（3日まで）
●長岡斎場休館（4日まで）

■伊豆長岡いちご狩り・韮山いちご狩りオー
プン（5月6日まで／観商）

●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

●市役所仕事始め

●小・中学校3学期始業式
◆3カ月児相談（韮保セ）

●市立幼稚園3学期始業式
●長岡南浴場オープン（15:00～／観商）
●年金相談（韮山庁舎10:00～14:30／国年）
◆3歳児健診（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●飼えなくなった犬･猫の引き取
り（韮山庁舎14:00～14:30／環政）●サポー
トセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00
～16:00／福祉）

◆一般健康相談（長保セ9:30～11:30）
◆のびのび広場（長保セ）

■第7回狩野川クラシックコンサートチケッ
ト販売開始（文振）

●成人式（アクシスかつらぎ10:00～／社教）
●消防団出初式（千歳橋堤外地公園13:00～／
安対）

診療時間は9:00～17:00 必ず病院に直接電
話するか田方医師会のホームページ
（http://www.shizuoka.med.or.jp/tagata）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

１日（木）長岡リハビリテーション病院（長岡／内･神
経内･リハ／０５５‐９４８‐０５５５）

２日（金）ＮＴＴ東日本伊豆病院
（函南町／内／０５５‐９７８‐２３２０）

３日（土）伊豆平和病院
（函南町／内／０５５‐９７４‐１３５５）

４日（日）紀平クリニック
（伊豆市／皮膚･内／０５５８‐７２‐５５２１）

１１日（日）函南医院
（函南町／内･小児／０５５‐９７８‐３０２３）

１２日（月）大見診療所
（伊豆市／内･胃腸／０５５８‐７３‐２５２５）

１８日（日）函南平出小児科
（函南町／小児／０５５‐９７８‐１３６６）

２５日（日）ＭＯＡ奥熱海クリニック
（浮橋／内･心療内／０５５８‐７９‐１１００）

２月１日（日）古奈温泉クリニック
（古奈／内／０５５‐９４８‐１０３８）

納期限３１日（土） 上下水道料金（墹之上、
天野、小坂、戸沢、江間、富士見、長瀬、花坂、
韮山北部地区、大仁地区）
納期限２月２日（月） 市県民税第4期分、
国民健康保険税第5期分、介護保険料第5
期分、後期高齢者医療保険料第6期分

２００９

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター　　　は図書館休館日

23金

24土

2255日日

26月

27火

28水

29木

30金

31土

22//11日日

2 月

成人の日

1122月月

13火

14水

15木

16金

冬土用入

17土

1188日日

19月

大寒

20火

21水

22木

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00
～20:00／健づ＊要申込み）◆フッ素塗布（大
保セ）◆マタニティクラブ（韮保セ）

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／
市民）●年金相談（伊豆長岡庁舎10:00～14:30／
国年）●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大
保セ13:00～16:00／福祉）◆一般健康相談（韮保
セ9:30～11:30）◆のびのび広場（韮保セ）

●守山西公園オープン（12:00～／都計）

■いちごまつり・ＪＡ畜産まつり（ＪＡグリーンプラザ伊豆
の国9:30～13:30／農振）■米村でんじろうサイエンスショ
ーチケット販売開始（文振）●伊豆の国学講座『武士のはじ
まり2～鎌倉北条氏の興亡～』（韮山時代劇場14:00～／社教）
●スポーツ指導者研修会（あやめ会館19:30～／社教）

■新春伊豆の国寄席（アクシスかつらぎ14:00
～／文振）●休日のごみの持ち込み受付
（9:00～12:00／クリ）

●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00～
20:00／健づ＊要申込み）

●人権相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）
◆フッ素塗布（長保セ）◆1歳6カ月児健診
（韮保セ）

●行政相談（伊豆長岡庁舎13:30～15:30／市
民）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●巡回就職相談（伊豆長岡庁舎
13:00～16:00／観商＊要予約）●サポートセ
ンター『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00～
16:00／福祉）◆マタニティクラブ（韮保セ）

◆フッ素塗布（韮保セ）

■伊豆半島花＆てくもぐウォーク『頼朝ウォ
ークIN伊豆の国』（韮山駅東口受付9:00～
11:10／観商）■アクシスの夕べPart.53（ア
クシスかつらぎ19:00～／文振）

■あなたのステージVol.63（韮山時代劇場
13:30～／文振）

■まゆ玉の里（福狸亭小川家ロビー特設会場
10:00～16:00／3月10日まで／観商）
●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）●減メタエクササイズ教室（韮保セ
19:00～20:00／健づ＊要申込み）

◆運動教室（韮保セ）

■鵺ばらい祭（湯らっくす公園・アクシスか
つらぎ16:30～18:00／観商）●弁護士相談
（韮山福祉センター13:30～16:30／社協＊要
予約）◆6カ月児相談（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00
まで／市民）●サポートセンター『ぷちゆめ
ワーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）◆一般
健康相談（大保セ9:30～11:30）◆のびのび
広場（大保セ）

■パン祖のパン祭（アクシスかつらぎ10:00
～14:30／観商）

■パン祖のパン祭（アクシスかつらぎ10:00
～14:30／観商）●駅伝大会（大仁市民会館
9:00～スタート／社教）●休日のごみの持ち
込み受付（9:00～12:00／クリ）

●補聴器相談（大仁庁舎12:00～15:00／福祉）
●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00～
20:00／健づ＊要申込み）
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２００９．１．１いずのくに（カレンダー裏・右）

市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする
『地域子育て支援センター』を３カ所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者同士の交

流の場としてもご利用ください。市内に住んでいる、小学校就学前ま
での乳幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。

（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

９日（金）１１：００～リズムで遊ぼう！
１４日（水）避難訓練
１６日（金）１０：１５～交通安全教室
２０日（火）１０：００～

作ってみよう（２、３歳）
２１日（水）１０：００～

作ってみよう（０、１歳）
２７日（火）１１：００～星のおはなし会
２９日（木）１０：１５～子育て講演会

（乳幼児の栄養について）
●行事の時間はすべて午前中のみ
●育児相談はいつでも受けます。

詳しくは各園まで
お問い合わせ
ください。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

１４日（水）１０：００～＊要事前申し込み
たこを作ってあそぼう

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●子育ての悩み相談に専門の保育
士が応じます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

６日（火）１０：３０～おはなし会
９日（金）１０：００～講演会（幼児期に
かかりやすい病気や対処の仕方）
１３日（火）避難訓練
１４日（水）１０：３０～製作

（０、１歳　節分のお面など）
１５日（木）１０：３０～製作

（２、３歳　節分のお面など）
１９日（月）１０：３０～たんじょうび会
＊１月生まれの子、要事前申し込み
２２日（木）１０：３０～親子で踊ろう
２７日（火）１０：３０～交通安全教室
２９日（木）大きくなったかな（身体測定）
３０日（金）きれいにしよう
●行事の時間はすべて午前中のみ
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。

１２月２７日（土）
～１月４日（日）は、

すべての
子育て支援センター
が休園です。

宝くじは、

広く社会に役立てられています。

（財）自治総合センターが実施す
る宝くじ助成事業の補助を受け
て、金谷区が放送設備の整備を、
大仁区が会議用長机を新たに購入
しました。

公的個人認証サービスの電子証明書
の発行を受けている人へ

電子証明書の有効期間は３年間
です。また、引越しや婚姻等で電
子証明書の記載事項に変更が生じ
た時も自動的に失効します。
失効した場合は、国税の電子

申告などの電子申請・届出に使う
ことができなくなります。申請
等を行う前に、電子証明書の有
効性を確認してください。
確認方法／公的個人認証サービス
ポータルサイト（http://www.jpki.go.
jp/）の『オンライン窓口』メニュー
をご参照ください。

更新・取得を希望する人へ

以下のものを持参して窓口に
お越しください。＊更新は、有
効期間満了の３カ月前から可能
ですが、更新した時点で残り期
間は切り捨てになります。
持ち物／印鑑、住民基本
台帳カード、手数料５００
円、本人確認書類（運転免許証
やパスポートなど官公署が発行
した顔写真付きの書類）
受付窓口／

市役所各庁舎市民サービス課
受付時間／８：３０～１６：３０
（土日・祝日・年末年始除く）

問合せ　市民サービス課　電話０５５‐９４８‐２９０１
大仁区

金谷区

松下耕氏作曲・坦庵公をテーマにした合唱曲などを、
１１月７・８日の国民文化祭『合唱の祭典』で歌います。

練習日時 ２月３日（火）から毎週火曜日１９：００～２１：００
練習場所 アクシスかつらぎ　　 参加費　９，０００円
申込み・問合せ 第２４回国民文化祭伊豆の国市実行委

員会事務局　電話０５５‐９４８‐０２２５

２００９．１．１いずのくに（カレンダー裏・左）

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

入場
無料

と　き １月２４日（土）開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出演者　月野進（バリトン）
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

入場
無料

『さねとうあきら 創作民話の世界』と題し、臨場感
たっぷりに読み語ります。大人が楽しめる内容です。

と　き １月２５日（日）開場１３：００開演１３：３０
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出演者　読み語りグループ『マナ』
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

と　き ３月８日（日）
開場１３：３０開演１４：００
ところ

アクシスかつらぎ大ホール
出　演　工藤俊幸（指揮）、大村奈緒美（ピアノ）、

加藤和子（ソプラノ）、小林教子（ソプラノ）、
土山如之（チェロ）、静岡交響楽団

海瀬京子さんを迎えた昨年の狩野クラ

1/10
（土）発売

チケット【全席自由】一般１，０００円
高校生以下 ５００円

＊発売日の翌日からアクシスかつらぎでチケ
ットの電話予約を受け付けます。
＊市役所での販売は１月１３日（火）から。
＊年齢による入場制限なし。幼児等で座席を
利用する場合はチケットが必要です。

伊豆の国市に春を呼び込むコンサート！！『ちょっと気軽にクラシック』

がコンセプトです。本格的なクラシックの音色を心ゆくまでお楽しみいた

だけます。７回目を迎える今回は、『アクシスの夕べ』でもおなじみの面々

が出演。親子優先席も用意しますので、気軽にご来場ください。

と　き ３月２２日（日）
午前の部 開場１０：３０開演１１：００
午後の部 開場１３：３０開演１４：００

ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット【全席指定】一般２，０００円

中学生以下１，０００円
＊発売日の翌日からアクシスかつらぎでチケットの
電話予約を受け付けます。
＊市役所での販売は１月１９日（月）から。
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

米村でんじろう

1/17
（土）発売 でんじろう先生の家族で楽しめるサイエンスシ

ョー。科学実験を小さな子どもにも分かりやすく、

楽しくショー形式で説明してくれますよ。昨年の

公演では、すぐにチケットが完売に…。どんな実

験が披露されるかは当日のお楽しみ！

1/15
（木）まで

問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５
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「パリのおばあさんの物語」

スージー・モルゲンステ

ルヌ 著／岸惠子 訳

千倉書房

小さなアパルトマンに一
人暮らしのおばあさん。天性の明るさ
で“老い”と“孤独”を受け入れてやわ
らかく爽やかに生きるおばあさんの
生き方。あなたはどう思う？【韮山】

「無用庵隠居修行」

海老沢泰久 著

文藝春秋

直参
じきさん

旗本
はたもと

日向
ひゅうが

半兵衛
は ん べ え

、
出世のことしか考えな

い武士どもに嫌気が差し、暮らし始
めた隠居所の名が『無用庵』。口は悪
いが情にゃ弱い。事件があれば黙っ
ておれぬ。 【長岡】

「傍
かたえ

聞
ぎ

き」

長岡弘樹 著／双葉社

｢白雨
はく う

慶次郎縁側日記｣

北原亞以子
あ い こ

著／新潮社

人恋しいのに話し相
手なし。過ちゆえに

居場所を失い、男の胸に去来する
寂寥
せきりょう

…。だが老いを迎え、初めて
知った至福のひととき。ぬくもりに
ひたれる人気シリーズ最新作。【長岡】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会 １月１０日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会 １月１５日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
おはなし会 １月１０日（土）、２４日（土）

いずれも１４：００～

話を直接伝えるより、別の誰かに喋
ってそのやりとりをそばで漏れ聞か
せるほうが人は信じやすい、それが
傍
かたえ

聞
ぎ

き。警察小説としても、家庭
小説としても楽しめる４編収録。

【韮山】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は、赤ちゃん～小学
校低学年くらいまでが対象です（事
前申し込み不要）。
＊毎月最終金曜日・祝日・年末・年
始などは３館共通の休館日です。
＊詳しくは、月のカレンダー（広報
にはさみ込み）・図書館ホームペー
ジ・各図書館配布の図書館カレンダ
ーをご覧ください。

スタッフより

年始はお正月番組がいろいろあり
ます。おもしろい番組が目白押しで
テレビ三昧

ざんまい

かな？でも、テレビに飽
きたら、コタツに入りながら本を読

んでみてはいかがで
すか。より一層のん
びりとした時間が過
ごせるかも。
（図書館長　名波）

干支にちなみ、牛頭
ご ず

天王
てんのう

像

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その４５

伊
豆
の
国
市
、
伊
豆
市
、
函
南
町
の
文
化

協
会
の
絵
画
・
墨
絵
・
水
墨
画
・
絵
手
紙
な
ど

の
交
流
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

一
月
二
十
三
日（
金
）
十
二
時
〜
十
七
時

一
月
二
十
四
日（
土
）
九
時
〜
十
七
時

一
月
二
十
五
日（
日
）
九
時
〜
十
六
時

と
こ
ろ

函
南
町
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

文
化
協
会（
西
山
）

電
話
０
５
５
８（
７
６
）４
０
３
６

入場
無料

耕
せ
文
化
・
稔み
の

り
の
絵
画
展

田
文
連
絵
画
展

書
道
・
絵
画
・
水
墨
画
・
墨
絵
・
絵
手
紙
・
写

真
な
ど
の
十
二
団
体
が
出
展
し
ま
す
。

と
　
き

二
月
六
日（
金
）
十
三
時
〜
十
七
時

二
月
七
日（
土
）
九
時
〜
十
七
時

二
月
八
日（
日
）
九
時
〜
十
六
時

と
こ
ろ

あ
や
め
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１
　

文
化
協
会
美
術
部（
村
山
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）６
５
４
８
　

文
化
協
会
美
術
部
主
催

第
二
回
美
術
展

入場
無料

「アジアの子どもたち

に学ぶ３０のお話」

池間哲郎 著

リサージュ出版

貧しさの中で懸命に
生きる子どもたちから、著者は人間と
して最も尊く大切なことを学んだ。
「一生懸命生きることが大事だ」。真剣
に生きることを親子で考えてほしい。

【中央】

今
年
の
干
支
は
丑

今
年
の
干
支
は
己
つ
ち
の
と

丑う
し

で
す
。

そ
こ
で
丑
（
牛
）
に
ま
つ
わ
る
石

造
物
を
紹
介
し
ま
す
。

講演会その２
『武士のはじまり２～鎌倉北条氏の興亡～』
と　き １月１７日（土）１４：００～１６：００
ところ 韮山時代劇場映像ホール
講　師 神奈川県立金沢文庫主任学芸員　永井晋氏
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

写
真
は
、
長
崎
地
区
東
側
に
あ

る
牛
頭

ご

ず

天
王
て
ん
の
う

像
で
す
。
神
像
の
頭

に
牛
の
頭
部
を
乗
せ
て
い
ま
す
。

馬
の
頭
部
を
頭
に
乗
せ
た
馬
頭
ば
と
う

観
音
か
ん
の
ん

像
は
市
内
に
多
数
あ
り
ま
す

が
、
牛
頭
天
王
は
こ
れ
よ
り
も
数

が
少
な
く
、
市
内
の
各
地
に
２
〜

３
カ
所
ず
つ
分
布

し
て
い
ま
す
。

馬
頭
観
音
に

似
て
い
ま
す
が
、

頭
に
乗
っ
て
い
る

■ 小説の主人公になって
●『Ｒｅ‐ｂｏｒｎ　はじまりの一歩』伊坂幸太郎ほか
迷い、揺れ、苦しみながら選びとった、生きる道。７
人の人気作家による小説集。【韮山】

●『ラン』森絵都 家族を失った２２歳の女性・環
たまき

が自転
車で辿りついた先には…。再生と希望を描く青春小説。【韮山・長岡】

スタッフより

● 祝成人 ●
新たな一歩を踏み出す若い人に

■ 生き方に悩んだら？
●『悩む力』姜尚中 『悩み』を手放すことなく真の強さを掴み取る

生き方を提唱。【中央】●『明日もまた生きていこう』横山友美佳
日本女子バレーボール界で将来を期待されていた著者がガンになっ

て…。【韮山】●『トップアスリート』小松成美 北京五輪金メダリ
ストほかトップアスリートたちの真の姿に迫る。【中央】

■ 大人って？　●『おとなになること』サラ・ミッダ【中央・長岡】
●『大人になるための社会科入門』乙武洋匡【長岡】

現在編集を進めている大仁町史（全５巻）の
第１巻目、『資料編二 近世』が今年３月に完
成。販売開始の時期や価格などは、広報でお
知らせしますので、ご期待ください。
資料集にまとめられた石造物調査のうち、

身近な庚申塔
こうしんとう

について紹介してみます。

大仁地区の庚申
こうしん

信仰
『庚申』とは暦の『かのえさ
る』にあたる日の禁忌の行事を
中心とした信仰。庚申とは干
支（十干十二支のこと）の庚申

かのえさる

で、６０日を周期に一巡して
庚申講
こうしんこう

が営まれました。
中国の道教に、人間の体内

にいて常に悪行
あくぎょう

を監視してい
る三尸虫

さんしちゅう

という虫が、６０日ご
とに巡ってくる庚申の夜、人

が寝ている間に抜け出して天に昇り、天上の
至高神（天帝）にその人の罪過

ざい か

を告げ、その人
は長生きできなくなるという説があります。
人々は三尸虫に抜け出る機会を与えないよ

う、その夜は眠らずみんなで庚申待
こうしんまち

や庚申
こうしん

談義
だ ん ぎ

をして一夜を明かす。これを庚申待・
宵庚申
よいこうしん

といい、加えて庚申年には供養塔を造
立しましたが、それとは関係なく造立される
ことも多くありました。
写真は、三福の龍源院境内にある宝暦１０

（１７６０）年の庚申供養塔。「右志趣者拾八年之
開講中無懈怠一百八座勤修畢」と刻まれ、三
福村の人たちの名前が残されています。ここ
に刻まれた文意は、三福村の人たちが１８年
間怠りなく１０８回の庚申講を行ったので、記
念に石塔を建立したというものです。

動
物
に
角つ

の

を
表
現
し
て
い
ま
す

の
で
、
角
の
有
無
で
馬
頭
観
音

か
、
牛
頭
天
王
か
を
見
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
像
で
は
な

く
、
文
字
で
表
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

牛
頭
天
王
は
、
今
ま
で
家
族

同
様
に
生
活
し
、
よ
く
働
い
て

く
れ
た
牛
に
感
謝
す
る
た
め
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
の
牛

頭
天
王
は
、
昭
和
四
十
五
年
四

月
に
死
亡
し
た
牛
（
デ
イ
リ
ー
マ

ン
ス
号
）を
供
養
し
た
も
の
で
す
。

牛頭天王像
庚申供養塔

『大仁町史 資料編二近世』３月完成！



ありがとう 人も車も ゆずりあい
細田　成実

なるみ

（韮山南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

登下校時に下級生たちの安全に注意を払い、指導を
している小学校の上級生（５～６年生）の子どもたちの
ことを『交通安全リーダー』と言います。
今回は、韮山小学校で開催された『交通安全リーダー

と語る会』からリーダーの声を紹介します。

● 低学年がふざけないように注意する。
● 歩道やグリーンベルト
は一列に歩き、必ず横
断歩道を渡る。

● 止まってくれた運転手
さんにお礼を言う。

▲ 立ち木や塀などで見通しの悪い交差点やＴ字路
▲ 側溝のある道路
▲ 信号のない国道

■ 登下校するときに見
守ってほしい。

■ カーブミラーを見や
すく（汚れや向きな
ど）しておいてほし
い。また、いろんな
場所にカーブミラー
を増やしてほしい。

■ 車やバイクの運転手さんはスピードをださ
ないでほしい。

韮山小編

右の写真は国道１３６号原木交

差点です。昨年、下校時に小

学生が青信号で横断中、はね

られる事故がありました。渋

滞中に交差点内に入ってくる

車が横断歩道をふさいでしま

うことが多く見られます。

「
家
族
が
交
通

事
故
を
起
こ
し

た
」、「
会
社
の
お

金
を
横
領
し
た
」

な
ど
と
電
話
を
し

て
、
示
談
金
名
目

で
お
金
の
振
込
み

を
求
め
た
り
、

「
融
資
す
る
」
と

い
っ
て
保
証
金
名

目
で
多
額
の
振
込

み
を
求
め
た
り
、

あ
る
い
は
「
税
金

な
ど
の
還
付
金
が

あ
る
」
と
し
て
、

そ
の
手
続
費
用
名
目
で
振
り
込
み

を
求
め
る
な
ど
、『
振
り
込
め
詐

欺
』
の
手
口
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
し

か
も
年
々
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
の

予
防
の
た
め
に
は
、

▼
家
族
内
で
合
言
葉
を
決
め
る

（
成
り
す
ま
し
を
見
破
る
）

▼
電
話
口
で
相
手
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
う
の
み
に
せ
ず
、
一
度

電
話
を
切
っ
て
冷
静
に
考
え
る

▼
他
の
家
族
に
相
談
す
る

な
ど
本
人
の
対
策
が
重
要
で
す
。

ま
た
国
で
も
、
今
年
の
六
月
に

は
、
い
わ
ゆ
る
『
振
り
込
め
詐
欺

救
済
法
』が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
被
害
に
遭
っ

た
場
合
、
金
融
機
関
、
警
察
、
弁

護
士
・
司
法
書
士
に
連
絡
す
る
こ

と
に
よ
り
、
振
込
先
の
口
座
を
凍

結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

そ
の
口
座
に
お
金
が
あ
る
場
合

は
、
被
害
者
に
対
し
て
一
定
の
金

額
を
分
配
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
、
金
融
機
関
な
ど

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
！

問
合
せ

観
光
商
工
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

振
り
込
め
詐
欺

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
⑦

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

明けましておめでとうございます。
輝かしい初日の出に、「今年こそ交通事故のない住

みよいまちを」と誓いました。昨年も全国で飲酒運転
による悲惨な事故が相次ぎました。深い悲しみに暮れ
る家庭を思うと心が痛みます。「飲んだら乗るな」と
心で唱えていても、「自分だけは…」と思う人がまだ
まだいるんですね。この落とし穴にはまらないよう、
いつも基本に忠実であることが大事です。
本年４月、会員定数の見直し、支部制の廃止等に

より３町合併後、交通指導員がやっと一つになりま
す。会員数が減っても今までと同様、交通安全活動
に率先して取り組みます。活動内容としては、『通学
路』の街頭指導を基本とし、各学校行事や社会福祉関
連行事、地域のイベント等における指導に力を入れ、
安全で安心なまちづくりに協力したいと思います。
皆さんも、交通指導員になりませんか。通学の子

どもたちと朝のあいさつをし、通勤のドライバーと
会釈を交わし、一日を気持ちよく始めることはとて
もすばらしいことです。
結びに、この一年の皆様の交通安全とご健勝をお

祈りし、新年のごあいさつとさせていただきます。

先
日
、
私
が
駐
車
し
て
い
た
と

き
、
バ
ッ
ク
し
て
き
た
車
と
接
触

し
、
車
が
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
運
転
し
て
い
た
若
者
は
、
同

乗
者
と
雑
談
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

＊
　
　
　
　
＊

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」と
言
わ

れ
て
久
し
い
で
す
。
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
手
だ

て
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
効
果
的

な
こ
と
は
家
庭
で
の
話
し
合
い
で

す
。
世
代
の
異
な
る
家
族
構
成
で

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
予
防
策
な
ど

を
語
り
合
う
習
慣
を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
一
度
交
通
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
、
被
害
者

も
加
害
者
も
精
神
的
苦
痛
を
強
い

ら
れ
、
平
和
な
暮
ら
し
を
壊
す
原

因
に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
　
　
　
　
＊

ま
た
最
近
、
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
あ
る
人
は
家
族
が
、
独
り

暮
ら
し
の
人
は
ご
近
所
や
周
り
の

方
が
気
を
配
り
、
ぜ
ひ「
い
た
わ
り

運
転
」を
心
が
け
て
、
伊
豆
の
国
市

の
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

（
市
内
在
住
・
内
山
良
作
さ
ん

／
男
性
）

年頭のごあいさつ
伊豆の国市交通指導員会長　重田 努
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電話をうのみにせず、まずは誰かに相談しましょう！

江
間
川

え

ま

が
わ

は
狩
野
川
放
水
路
が
建

設
さ
れ
た
際
に
改
修
さ
れ
た
河
川

で
、
大
北
地
区
の
と
よ
橋
を
分
水

嶺
と
し
て
、
北
は
狩
野
川
、
南
は

狩
野
川
放
水
路
を
終
点
と
し
下
流

を
二
つ
持
つ
特
殊
な
河
川
で
す
。

江
間
川
の
延
長
は
二
・
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
四
十
三
年
か

ら
平
成
二
年
ま
で
の
間
に
、
総
延

長
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
改

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
間
地
域
の
低
い
地

形
や
、
狩
野
川
本
川
の
水
位
上
昇

に
よ
る
内
水
、
畑
田
川

は
た
け
だ
が
わ

の
流
下
能

力
不
足
等
に
よ
り
、
上
の
写
真
の

よ
う
な
田
畑
の
冠
水
が
起
こ
り
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
、
家
屋
の
床
上

浸
水
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

作
物
等
の
被
害
軽
減
の
た
め
、
一

時
貯
留
施

　
ち
ょ
り
ゅ
う
　

設
、
駐
車
場
や
歩
道
の

透
水
化
、
個
人
や
民
間
の
開
発
指

導
、
水
路
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

等
の
定
期
的

管
理
な
ど
と
共
に
ソ
フ
ト
対
策
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

二
月
号
（
最
終
回
）
で
は
、
水

害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、
皆
さ

ん
が
自
分
で
で
き
る
対
応
・
対
策

を
紹
介
し
ま
す
。

江間川
え ま がわ

流域

狩野川中流域豪雨災害アクションプランの問合せ
■建設課　電話０５５‐９４８‐２９０８
■県沼津土木事務所ホームページ
http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-830/
jigyo/kasen/kasen53.html

江間川流域図 江
間
川
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

江間地域は地形が低く、河川の流下能力が不足
しているため、降雨時に冠水が起きやすい



伊
豆
の
国
市
消
防
団
第
九
分
団
は
、
旧
・
大
仁

方
面
隊
第
一
分
団
、
第
二
分
団
、
第
七
分
団
が

統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
管
轄
区
域
は
大
仁
、

吉
田
、
中
島
、
神
島
で
、
狩
野
川
や
城
山
、
古

く
か
ら
の
大
仁
商
店
街
や
国
道
沿
い
の
商
業
集

積
地
、
住
宅
地
と
多
様
で
す
。
狩
野
川
沿
い
に

は
四
箇
所
の
ひ
管
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

本
部
行
事
が
な
い
月
の
休
日
に
は
、
ポ
ン
プ

中
継
な
ど
の
実
戦
訓
練
を
行
っ
た
り
、
旧
分
団

間
の
機
械
操
作
方
法
の
統
一
や
、
技
術
向
上
に

努
め
る
な
ど
、
有
事
へ
の
備
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
夏
や
秋
の
地
区
の
祭
り
に

も
会
場
警
備
や
模
擬
店
で
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

（
杉
村
分
団
長
よ
り
）「
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

社
会
の
中
で
仕
事
を
持
ち
つ
つ
、
消
防
団
活
動

を
し
て
い
る
団
員
た
ち
を
心
か
ら
尊
敬
し
、
ま

た
感
謝
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
お
か
げ
で
、
消

防
団
が
地
域
の
活
性
化
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
そ
ん
な
団
員
た
ち
が

増
え
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も

っ
と
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
団
員
の
応
援
団
長
と
し
て
、
彼

ら
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢

地域の活性化に一役買っている第９分団の団員たち ⑨第９分団

第９分団ＤＡＴＡ
管轄区域　大仁、吉田、中島、神島

（１，４８０世帯／３，９３５人）

分団長　　杉村明彦（大仁）

副分団長 北野好幸（吉田）

団員数 ５６人（うち支援団員１８人）

団員の平均年齢　　２４．６歳＊

団員の職業

問合せ　安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２
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芦
川
義
大
さ
ん

（
日
東
光
器
株
式
会
社
）

米
山
博
崇
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
）

大
沢
真
彦
さ
ん

（
大
沢
電
気
株
式
会
社
）

井
川
博
也
さ
ん

（
温
泉
旅
館
・
一
二
三
荘
）

新
村
浩
二
さ
ん

（
ボ
ー
グ
三
島
店
）

水
口
健
太
郎
さ
ん

（
富
士
乳
業
株
式
会
社
）

大
川
充
晃
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

菊
地
健
太
さ
ん

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

勝
又
悠
さ
ん

（
伊
豆
の
国
市
役
所
）

山
田
芳
裕
さ
ん

（
イ
チ
ゴ
生
産
）
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問合せ　市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

今
年
は
、
次

の
ポ
イ
ン
ト
に

注
意
し
て
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
！

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

少
し
緩
や
か
に
発
進
す
る

だ
け
で
、
11
％
程
度
燃
費
が

改
善
し
ま
す
。

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

車
間
距
離
を
詰
め
た
り
、
速

度
に
ム
ラ
が
あ
る
走
り
方
を
す

る
と
、
市
街
地
で
は
２
％
程
度
、

郊
外
で
６
％
程
度
燃
費
が
悪
化
。

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使

う
と
、
燃
料
の
供
給
が
停
止

さ
れ
、
２
％
程
度
燃
費
が
改

善
し
ま
す
。
停
止
位
置
が
分

か
っ
た
ら
、
早
め
に
ア
ク
セ

ル
か
ら
足
を
離
し
て
エ
ン
ジ

ン
ブ
レ
ー
キ
で
減
速
を
。

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

こ
ま
め
に
温
度
や
風
量
の

調
整
を
。
外
気
温
25
℃
の
時

エ
ア
コ
ン
を
使
う
と
、
12
％

地球と財布にやさしい
エコドライブ

１０のすすめ

程
度
燃
費
が
悪
化
し
ま
す
。

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

10
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
、

130cc

程
度
の
燃
料
を
浪
費
。

⑥
暖
機
運
転
は
適
切
に

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
ガ

ソ
リ
ン
乗
用
車
は
暖
機
不

要
。
暖
機
す
る
と
走
行
時
の

燃
費
は
改
善
し
ま
す
が
、
５

分
間
暖
機
す
る
と
、
160cc

程

度
の
燃
料
を
浪
費
し
、
全
体

の
燃
料
消
費
量
は
増
加
。

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用

１
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
、

道
に
迷
っ
て
10
分
よ
け
い
に

走
行
す
る
と
、
14
％
程
度
の

燃
費
悪
化
に
相
当
し
ま
す
。

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

100kg

の
不
要
な
荷
物
を
載

せ
て
走
る
と
、
３
％
程
度
燃

費
が
悪
化
し
ま
す
。

⑩
交
通
の
妨
げ
に
な
る
場
所

に
駐
車
し
な
い
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問合せ／三島市商工振興課
電話０５５‐９８３‐２６５５

第１５回わきみずコンサート
文化協会加盟団体による合唱や器

楽演奏のコンサート。入場無料です。
とき／２月７日（土）１０：００～
ところ／清水町福祉センター
問合せ／ＮＰＯ法人清水町文化協会

電話０５５‐９５７‐２０２０

ポピュラー音楽の祭典２００９
とき／３月１４日（土）１７：３０～
ところ／裾野市民文化センター
出演／水谷八重子、朝丘雪路、中島
啓江、ＲＹＵほか
チケット／好評発売中【全席指定】
Ｓ席５，０００円、Ａ席４，５００円
＊未就学児は入場できません。
問合せ／裾野市民文化センター

電話０５５‐９９３‐９３００

毎月最終平日
観覧料／大人２００円、子ども１００円
問合せ／明治史料館

電話０５５‐９２３‐３３３５

三島宿地口
じぐち

行灯
あんどん

公募した川柳や地口
じぐ ち

の入選作品と
戯画を描いた行灯を設置し、ほのか
な明かりが街を照らします。
とき／２月６日（金）～１１日（水・祝）

点灯時間：１７：３０～２０：３０
ところ／大社前～広小路、三石神社境内

開運初午
はつうま

ツアー参加者募集
三島市内の１４カ所のお稲荷さん

を巡るツアーです。徒歩で約２時間。
とき／２月８日（日）＊小雨決行
集合場所／三嶋大社鳥居前で１０：００
～１１：００に受付してください。
コース／三嶋大社～三石神社～宮さん
の川～源兵衛川～三嶋大社（自由解散）
参加料／無料

オリジナル切手シート
『伊豆の冬』発売中！
『伊豆の冬』をテーマに伊豆市
の代表的な風景や花の写真を絵
柄にしたオリジナル切手シート。
販売期間／２月２７日（金）まで
販売場所／伊豆市、伊豆の国市、
函南町内の郵便局各支店窓口

価格／１，２００円（８０円切手×１０枚）
問合せ／湯ヶ島郵便局

電話０５５８‐８５‐０００１

明治史料館企画展
『火消しのお仕事　沼津消防沿革史』

近代沼津の消防のあゆみを紹介。
まとい、刺子半てん、鳶

とび

、半鐘
はんしょう

など、
実物資料や古写真を展示します。
とき／１月２４日（土）～３月２２日
（日）９：００～１６：３０
ところ／明治史料館展示室
休館日／毎週月曜日、祝日の翌日、

■
２

所
得
割
の
軽
減
措
置

賦
課
ふ

か

の
も
と
と
な
る
所
得

金
額
が
五
十
八
万
円
以
下
の

人
は
、
所
得
割
が
五
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

例
）
年
金
収
入
の
み
の
人
は
、

所
得
金
額
百
五
十
三
万

円
〜
二
百
十
一
万
円
ま

で
が
対
象

賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金

額
と
は
？

総
所
得
金
額
等

の
合
計
か
ら
、
基
礎
控
除
（
三

十
三
万
円
）
を
差
し
引
い
た
額

で
す
。

■
３

被
扶
養
者
の
軽
減
措
置

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
ま
で
、
被
用
者
保

険
（
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
人

が
加
入
す
る
会
社
の
健
康
保

険
）
に
被
扶
養
者
と
し
て
加
入

し
て
い
て
、
保
険
料
の
負
担

が
な
か
っ
た
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た

と
き
か
ら
二
年
間
、
保
険
料

の
軽
減

が
あ
り

ま
す
。

【
次
回
】
食
事
療
養
費
に
つ
い
て

問合せ　国保年金課
電話０５５‐９４８‐２９０５

保険料について②
今年度の軽減措置

世帯主及びすべての被保険者の
総所得金額等の合計

軽減率
均等割
軽減額

基礎控除額（３３万円）以下 ８．５割 ３０，６００円

基礎控除（３３万円）＋２４万
５，０００円×同一世帯の被保
険者数（被保険者が世帯主の
場合は数に含まない）以下

５割 １８，０００円

基礎控除（３３万円）＋３５万円
×同一世帯の被保険者数以下

２割 ７，２００円

世帯の所得に応じて、均等割が軽減されます。 所
得
の
低
い
人
や
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
措
置
は
、
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
判
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
１

均
等
割
の
軽
減
措
置

杉
山
す
ぎ
や
ま

大
一
だ
い
い
ち

パ
ン
祖
の
パ
ン
祭
実
行
委
員
長

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

伊
豆
の
国
を
パ
ン
作
り
の
頂
点
に

『パン祖のパン祭』の詳細については
１２ページ記事を参照

三
福
で
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
屋『
べ
ケ
ラ
イ
・
ダ
ン
ケ
』

を
営
む
杉
山
さ
ん
。
五
十
年
以
上
も
パ
ン
の
卸お

ろ

し
が

主
だ
っ
た
家
業
に
、
ド
イ
ツ
パ
ン
と
い
う
新
し
い
風

を
吹
き
込
ん
だ
、
型
破
り
な
三
代
目
で
す
。

店
名
の
『
ダ
ン
ケ
』
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
『
感
謝
』
と

い
う
意
味
。「
お
客
さ
ま
に
ハ
ー
ト
を
売
る
仕
事
が
し

た
い
。
そ
れ
は
観
光
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」。

そ
ん
な
杉
山
さ
ん
が
実
行
委
員
長
と
し
て
企
画
か

ら
関
わ
り
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る『
パ
ン
祖
の
パ

ン
祭
』。
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
が
腕
を
競
う
、『
全

国
高
校
生
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』で
す
。

「
野
球
に
は
甲
子
園
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
国
立
競
技
場

が
あ
る
よ
う
に
、
伊
豆
の
国
市
を
パ
ン
作
り
高
校
生
の

日
本
一
の
檜

ひ
の
き

舞
台
に
し
た
い
。
そ
し
て
出
場
す
る
高
校

生
に
は
、『
思
い
出
』を
作
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
」

と
熱
く
語
る
杉
山
さ
ん
。
毎
年
参
加
者
は
増
え
続
け
、

今
年
は
、
北
海
道
か
ら
山
口
県
ま
で
二
十
七
校
二
百
一

人
の
応
募
が
あ
り
、
大
会
史
上
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
厳
し
い
審
査
を
勝
ち
抜
い
た
二
十
人
の
高

校
生
が
、
イ
ベ
ン
ト
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
伊
豆
ニ
ュ
ー
ミ
ニ
ト
マ
ト
。「
伊
豆

の
国
市
の
名
産
は
イ
チ
ゴ
だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
高

校
生
た
ち
が
ト
マ
ト
を
使
っ
て
、
一
体
ど
ん
な
お
い
し

い
パ
ン
を
作
り
出
す
の
か
…
ご
期
待
く
だ
さ
い
」。

ま
た
一
つ
、
パ
ン
業
界
に
新
風
が
吹
き
そ
う
で
す
。
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お・知・ら・せ お・知・ら・せ

元大阪ガス（株）野球部監督でＮＨＫ
高校野球解説者の長野哲也氏を招き、
スポーツを通じた地域づくりを考え
ます。だれでも無料で参加できます。
とき／１月１７日（土）

１９：３０～２０：３０
ところ／あやめ会館３階多目的ホール
演題／『スポーツでつながる地域・広が
る輪～可能性を育てる指導者とは～』
問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

人づくり‐イズ（伊豆地域人づくり
協議会）では、『人づくり』について
考える講演会を企画。入場無料。
とき／１月２８日（水）１３：３０～１５：２０
ところ／修善寺生きいきプラザ
講師／田村輝美

てる み

さん（スクールカウ
ンセラー）
演題／『心地よい関係が人の輪を広げ
る～自分から始まるプラスの言葉～』
問合せ／人づくり‐イズ代表（伊澤）
電話０５５８‐２８‐１３００
静岡県県民部大学室人づくりスタッフ
電話０５４‐２２１‐３３０４

伊豆の国市精神保健福祉会が、家

族に精神障害を持っている人のため
に３講座を開催。参加無料。
日程と内容／時間はいずれも
１３：３０～１６：００
①１月３０日（金）『精神疾患の経過と
治療法』沼津中央病院医師
②２月６日（金）『家族が困ったとき
の対応』田方ゆめワーク施設長
③２月１３日（金）『伊豆の国市の精神
保健福祉制度』市役所福祉課職員
ところ／韮山福祉保健センター
問合せ／伊豆の国市社会福祉協議会

電話０５５‐９４９‐５８１８

『食育』について農業生産者、消費
者、流通に携わる者が考えるべきこ
とを話し合いましょう。参加無料。
とき／１月２５日（日）１３：３０～１６：３０
ところ／韮山農村環境改善センター
内容／講演『有機農法推進法が制定
され、ニホンの農業はどう変わるの
か？』（参議院議員・ツルネ
ンマルテイさん）、試食会、
パネルディスカッション
申込み・問合せ／ＮＰＯ法人自然と共
生を考える会 電話０５５‐９７３‐０９９１

スリッパと買い物袋を
用意して、気軽にご来場ください。
とき／１月２２日（木）１０：３０～１１：４５
ところ／県立東部特別支援学校体育

高齢者支援課では伊豆スイムサポ
ートと協働で、膝痛・腰痛改善水中
運動教室を開催。膝や腰への負担が
少なく筋力アップできますよ！
とき／２月１０日～４月１４日の毎週
火曜日（全１０回）１０：００～１０：４０
ところ／長岡温水プールサンゆう
対象／概ね６０歳以上で膝痛・腰痛な
どがあり、運動が必要な市民（介護
認定者を除く）
定員／先着３０人
参加料／初めて参加する人は指導料
無料。２回目以降の人は、全１０回
で指導料３，０００円。＊プール使用料
１回３００円は全員自己負担。
申込み・問合せ／長岡温水プールサ
ンゆう　電話０５５‐９４７‐０１７６

対象／市内在住で平成１８年４月～平
成１９年９月生まれの子どもと保護者
定員／親子５０組程度（抽選）
年会費／５，０００円（教室は月２回、
年間２４回開催・傷害保険料込み）
活動場所／大仁体育館
申込み日程／１月２２日（木）・２月
５日（木）いずれも１０：００～１１：００
大仁体育館で自由見学と入会受付をし

ます。お子さんと直接お越しください。
問合せ／高橋陽子

電話０５５８‐７７‐０５５０

イチゴを使ったバレンタインデザ
ートなどを作ります。参加無料。
とき／２月１１日（水・祝）

１３：００～１５：３０
ところ／東京電力伊豆支社（大仁４１３）
対象／小学４～６年生の児童と保護者
定員／７組＊応募多数の場合は抽選
申込み締切／１月２３日（金）
申込み・問合せ／東京電力伊豆支社
（山田） 電話０５５８‐７６‐２３６３（平日
９：００～１２：００、１３：００～１７：００）

ＡＤＨＤ等発達障害のある子の『本
当の支援』についてわかりやすく語
ります。手話通訳あり。参加無料。
とき／１月２５日（日）１３：２０～１６：００
ところ／三島市民文化会館大ホール
対象／県民１，０００人（先着順）
講師／高山恵子さん（ＮＰＯ法人えじ
そんくらぶ代表）
申込み／ＦＡＸまたは往復はがきに『第
２回特別支援教育県民セミナー』と明記
し、氏名・住所・電話番号（ＦＡＸの場合
は返信可能なＦＡＸ番号）を記入し申し
込み。ホームページからも申し込み可。
申込み・問合せ／県総合教育センター

館（寺家２３５）
問合せ／県立東部特別支援学校

電話０５５‐９４９‐２３０９

勤務時間等／月～金曜日（週５日）
８：１５～１４：１５

時給／１，０２０円
応募資格／幼稚園教諭資格を有する人
応募方法／履歴書（Ａ３版・写真貼付）
に連絡先、学歴・職歴、免許資格、
希望職種を明記し、教育総務課（あ
やめ会館２階）へ持参または郵送。
提出期限／１月１５日（木）必着
雇用期間／２月１日（日）～３月３１日（火）
その他／社会保険：あり、有給休
暇：なし、試験：面接試験を実施
問合せ／●応募方法について　市役
所教育総務課　電話０５５‐９４８‐１４４４
●業務詳細について　市役所こども
育成課　電話０５５‐９４８‐１４４７

映画好きな人を求む！映画会は年
間３回開催しています。市内在住の
成人ならだれでも登録できます。今
年度第３回はアクシスかつらぎで３
月１日（日）に実施（詳細は２月号で）。
問合せ／市役所社会教育課　電話０５５
‐９４８‐１４６１ ＦＡＸ０５５‐９４８‐１４７０

特別支援教育課　〒４３６‐０２９４掛川
市富部４５６　電話０５３７‐２４‐９７５５
ＦＡＸ０５３７‐２４‐９７４０

精神に障害をお持ちの人に『憩い
の場』を提供。暮らしの中で生じる
不安や心配ごとを一緒に考えます。
とき／１月８日、１５日、２２日、２９
日いずれも木曜日１３：００～１６：００
ところ／大仁保健センター
内容／レクゲーム、料理教室ほか
参加料／相談無料。活動内容により
実費必要となります。新規希望者は
事前にご連絡ください。
問合せ／田方・ゆめワーク

電話０５５８‐７５‐５６００

若者のための就職支援機関『沼津
ヤングジョブステーション』の就職
相談です。相談無料。相談日の前々
日までに予約してください。
とき／第４木曜日１３：００～１６：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎１階市民相談室
申込み・問合せ／市役所観光商工課　電
話０５５‐９４８‐１４８０　沼津ヤングジョブ
ステーション　電話０５５‐９５１‐８２２９

和菓子職人がとっておきの和菓
子を伝授。冬の午後のひととき、
安心・安全な手作りお菓子を一緒
に作ってみませんか？

とき／１月３１日（土）
１３：００～１５：００

ところ／あやめ会館栄養指導実習室
講師／稲葉和男さん
定員／１６人（市内在住の人
優先・定員になり次第締切）
申込み締切／１月２３日（金）
参加料／３００円＋材料費５００円
申込み・問合せ／市役所社会教
育課 電話０５５‐９４８‐１４６１

産
ま
れ
て
初
め
て

出
会
う
社
会
…
そ
れ

が
家
庭
。『
三
つ
子
の

魂
百
ま
で
も
』と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

乳
幼
児
期
は
人
格
形

成
の
上
で
最
も
大
切

な
時
期
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
家
庭
教
育

は
家
庭
の
中
で
行
わ

れ
、
こ
れ
が
人
と
し

て
の
原
点
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
現
代
社
会
で
は
、
核
家
族
化
な

ど
に
よ
っ
て
母
親
が
悩
み
を
抱
え
な
が
ら

孤
立
し
、
虐
待
や
子
殺
し
な
ど
と
い
っ
た

悲
し
い
事
件
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
わ
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な
こ

と
。
つ
ま
づ
い
た
り
、
悩
ん
で
い
る
の
は

あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

あ
な
た
の
コ
コ
ロ
を
少
し
で
も
軽
く
で
き

る
よ
う
な
講
演
会
で
す
。

講
　
師

海
瀬
俊
子
さ
ん
（
静
岡
県
地
域

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
副
会
長
・
第
三
十

期
静
岡
県
社
会
教
育
委
員)

対
　
象

乳
幼
児
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者（
託
児
あ
り
）、

家
庭
教
育
に
興
味
の
あ
る
人

定
　
員

四
十
人（
市
内
在
住
の
人
優
先
）

園児から大人まで男女問わ
ず各教室いくつでも参加でき
ます。運動できる服装で。
ところ／あやめ会館３階

多目的ホール
定員／１教室３０人程度
参加料／１人１回１００円
申込み／参加者氏名、年齢、性
別、住所、電話番号、参加教室
番号を、電話またはＦＡＸでお
知らせください。

教室番号と日程／

午
前
の
部

１月１８日（日）
９：００～１０：１５ ①

１０：３０～１１：４５ ②

１月２５日（日）
９：００～１０：１５ ③

１０：３０～１１：４５ ④

２月１５日（日）
９：００～１０：１５ ⑤

１０：３０～１１：４５ ⑥

夜
間
の
部

１月２３日（金）１９：１５～２０：３０ ⑦

１月３０日（金）１９：１５～２０：３０ ⑧

２月２０日（金）１９：１５～２０：３０ ⑨

２月２７日（金）１９：１５～２０：３０ ⑩

寒さ吹き飛ばせ！

申込み・問合せ／市役所社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１ ＦＡＸ０５５‐９４８‐１４７０

■と　き ２月２６日（木）
１０：００～１１：３０

■ところ あやめ会館会議室

参加無料

申込み締切／２月２３日（月） 申込み・問合せ／市役所社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１



学習のつまずきや遅れ、発達障害、
見え方や聞こえが気になる子どもと
その保護者のための相談会。
とき／１月２０日（火）～２３日（金）

いずれも１０：００～１６：００
ところ／東部地域交流プラザ　パレット
申込み締切／１月１３日（火）
申込み・問合せ／ネットワーク相談係
電話０５５‐９２１‐２０９９

『指定ごみ袋』と『粗大
ごみ納付券』を取り扱う店
が、新たに加わりました。
取り扱い店名／ミニストップ大仁駅
前通店（大仁４１５‐２）
問合せ／市役所クリーン課

電話０５５‐９４９‐６８０５

●対象業種を６１８業種に拡大

・信用保証協会の１００％保
証。責任共有制度の適用はありませ
ん。一般保証８，０００万円に加えて、
別枠で８，０００万円（担保がある場合
は、一般保証２億円に加えて、別枠

27 26

お・知・ら・せ

２００９．１．１いずのくに ２００９．１．１いずのくに

あ
っ
せ
ん

系
統
確
認
苗
木
標
準
価
格
表（
税
込
）

＊
予
定
価
格
の
た
め
、
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
代
金
は
苗
木
引

き
渡
し
の
際
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
引
渡
し
は
二
月
初
旬
を
予
定
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
市
役
所
農
業
振
興
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
１

●
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
お
正
月
は
、

例
年
よ
り
休
み
が
長
い
よ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
初
詣
や
お
せ

ち
料
理
、
正
月
番
組
に
飽
き
た

ら
、
ゆ
っ
く
り
広
報
紙
を
開
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

夏

●
前
号
か
ら
広
報
ク
イ
ズ
の
コ

ー
ナ
ー
で
ご
意
見
を
募
集
。
今

回
の
お
題
は
、
江
戸
時
代
の
慣

習
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家

の
前
の
道
を
き
れ
い
に
す
る
際
、

両
隣
の
家
の
前
・
半
分
ま
で
き

れ
い
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

二
倍
き
れ
い
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

土

編　集　後　記

お題：穴埋めクイズ
脳の活性度　★★☆☆

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】広報への感想もお寄せください！
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②『家
の前の道路をみんながきれいにするためのアイディア』を書き

添え、１月１６日（金）までに下記へお送りください。いただい
たご意見などは、広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「地域防災訓練」正解者は４７／４８人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

植松龍生、森野のり子、金子凛太郎、荻島恵美子、村上和代

渡辺一子、渡辺孝子、遠藤明美、山田莉奈、柴まり子

住民登録人口●50,276人（男：24,304人、女：25,972人） 世帯●19,590
外国人登録人口●481人（男：195人、女：286人） 世帯●203

市の人口
（平成２０年１２月１日現在）

＊市役所では品物を預かりません。相手
が現れたら双方に連絡先を教えます。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」「ゆ
ずりたい」人を探します。来庁（韮
山庁舎）か電話でご登録ください。
（最高６カ月間、希望により再登録可）

【ゆずります】

中学校問題集・参考書　 無　料
田方農業高校女子制服（Ｍ） 無　料
石油ストーブ　　　　　　無　料
卓球台　　　　　　　　　無　料
子犬用リボン・バンダナ 無　料
ベビーベッド　　　　　　無　料
学習机とイス　　　　　　無　料
チャイルドシート　　　　無　料
ビニールプール用滑り台　応　談
スタットレスタイヤ４本（ホンダ） 応　談
エレクトーン　　　　　　応　談
男子学生靴　　　　　　　応　談
田方農業高校女子制服上下 応　談

【ゆずってください】

武者人形　　　　　　　　無　料
ひな飾り　　　　　　　　無　料
チャイルドシート　　　　無　料
飛龍高校緑色のネクタイ 無　料
ガス給湯器　　　　　　　無　料
楽生保育園園服　　　　　無　料
屏風　　　　　　　　　　無　料
韮山・ちとせ保育園園服・体操着（男児用）応　談
弓道道具一式　　　　　　応　談

去年のできごとをずら～
り。１４番は、昨年１２月８
日から行われた旧大仁橋・
歩道橋解体工事のようす。
５５０tと２００tの２台の大型
クレーンを使って、ゆっくりと降ろされた橋は、
細かく解体され運ばれて行きました。めったに見
られない大がかりな解体工事を、地域住民や児
童・園児たちが大勢集まって見守っていました。

表紙より

犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

『
綱
は
短
め
に
・
ト
イ
レ
袋
と
シ
ャ
ベ
ル

は
必
需
品
』が
最
も
多
い
意
見
で
し
た
。

●
散
歩
へ
出
か
け
る
前
に
、
必
ず
家

で
大
便
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

途
中
小
便
は
仕
方
な
い
が
、
大
便
は

こ
う
い
う
く
せ
を
つ
け
た
ら
い
い
と

思
う
。（
長
岡
・
68
歳
・
男
性
）

●
犬
の
フ
ン
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
に
包
ん
で
持
ち
帰
り
、
自
宅
の

ト
イ
レ
に
流
す
と
良
い
。（
富
士
見
・

61
歳
・
女
性
）（
大
仁
・
68
歳
・
女
性
）

●
子
ど
も
た
ち
の
書
い
た（
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
か
け
る
）ポ
ス
タ
ー
を
板
に

貼
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
立
て
る
。（
四
日

町
・
不
明
・
女
性
）

●
道
路
の
周
り
の
環
境
を
き
れ
い
に
す

れ
ば
汚
さ
な
い
と
思
う
。
荒
れ
て
い
る

（
草
だ
ら
け
等
）と
、
ゴ
ミ
や
ウ
ン
チ
も

多
く
な
る
。（
奈
古
谷
・
52
歳
・
女
性
）

●
『
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
』
が
良

い
と
思
う
。
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら

地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
事

件
や
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
飼

い
主
同
士
の
連
携
で
、
犬
と
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
向
上
に
も
役
立
つ
の
で
は
。

（
御
門
・
33
歳
・
男
性
）

●
犬
は
マ
ナ
ー
が
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
近
所
の
飼
い
猫
の
フ
ン
に
困

っ
て
い
ま
す
。（
南
條
・
10
歳
・
女
性
）

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

表紙で紹介した去年のできごと。□に当てはまる文字を入れ
て、上から順に読むと、今年に関するある言葉が出てきます。

１月１０日は１１０番の日
～相談は安心ダイヤル＃９１１０番～

１１０番は警察への緊急通報専用
電話です。事件・事故の被害に遭
ったり、目撃したときなど、警察
の対応が必要な場合は、ためらわ
ず１１０番通報を。１１０番の正し
い利用に、ご協力お願いします。
問合せ　大仁警察署

電話０５５８‐７６‐０１１０

で２億円）までの保証を利用できま
す。＊対象業種は、中小企業庁ホー
ムページ（http://www.chusho.meti.go.
jp）でご確認ください。
●セーフティネット貸付は

業種を問わず利用可能

・業種問わず、中小企業は４億８，０００
万円、小規模企業は４，８００万円まで
利用できます。特に業況の厳しい人
に対する金利の引き下げも行う予定
です。
問合せ／関東経済産業局産業部中小
企業課　電話０４８‐６００‐０３３４　中小
企業金融課　電話０４８‐６００‐０４２５

ＮＴＴ西日本では、古くなった電
話帳を回収し、資源のリサイクルを
しています。新しい電話帳（１月中
にお届け予定）を受け取る際に、古
い電話帳を配達員に渡してくださ
い。配達日に不在の場合は、後日回
収に伺いますので、ご連絡ください。
問合せ／タウンページセンター

電話０１２０‐５０６‐３０９

ス
ギ ２年

小 ３５cm上 ７mm ９０円

中 ４５cm上 ８mm １０１円

大 ６０cm上 １０mm ９２円

ヒ
ノ
キ
３年

小 ３５cm上 ７mm ９５円

中 ４５cm上 ８mm １０７円

大 ６０cm上 ９mm ９７円

ク
ヌ
ギ
２年

小 ８０cm上 － １１０円

大１００cm上 － １３０円

苗齢　 苗長　 標準根元径 １本単価

答え：　つ□□□□□

１　安全で安心なま□づくり推進大会開催【２月】
２　歴史ガイド案内センター竣工【３月】
３　田中山分校閉校式典開催【３月】
４　伊豆□国観光パスポート発行【４月】
５　映画『少林少女』完成披露試写会開催【４月】
６　古奈湯元公園完成【４月】
７　浮橋温泉スタンド無料開放【６月】
８　子育て支援センターたんぽぽオープン【７月】
９　パスポー□受付窓口、市役所に開設【９月】
１０　狩野川台ふ□慰霊式典開催【９月】
１１　大仁中学校校舎改築等工事安全祈願祭【１０月】
１２　国民文化祭プレフェスティバル開催【１０月・１１月】
１３　芸妓まつり開催【１０月～１２月】
１４　大仁ば□解体工事実施【１２月】

造林用苗木を斡旋し
ます。希望する人はお
申し込みください。


